
C O N T E N T S 橋場・日本ハーブ園にも春が訪れる
道の駅「雫石あねっこ」に隣接している日本ハー
ブ園では、床の改修工事を行い明るく模様替えし、
3月15日からオープンしています。柔らかな日の
光に包まれたビニールハウス型の園内では、来園
者が花を愛でながら春の訪れを感じていました。
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平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
中

屋
敷
十
た
て
お

町
長
は
、
三
月
四
日
開
会
し
た
町
議
会
三
月

定
例
会
冒
頭
に
お
い
て
施
政
方
針
を
述
べ
、
住
民
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
な
が
ら
「
キ
ラ

リ
・
輝
く
し
ず
く
い
し
」
の
実
現
に
向
け
進
ん
で
い
く

こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め
今

年
度
取
り
組
む
重
点
十
一
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
な
ど
11
重
点
事
業

平
成
十
八
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
事
業

に
よ
り
「
結
い
っ
こ
」
に
象
徴
さ
れ
る

地
域
住
民
の
結
び
つ
き
を
強
め
ま
す
。

同
事
業
は
地
域
住
民
と
行
政
が
協
働

で
自
主
防
災
活
動
事
業
、
地
域
福
祉
活

動
事
業
、
納
税
推
進
活
動
事
業
、
環
境

整
備
活
動
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
地
域
の
課
題
解
決
能
力
を
醸
成

し
、
よ
り
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
も
の
で
す
。

現
在
ま
で
三
十
一
の
組
織
が
設
立
さ

れ
て
お
り
、
平
成
二
十
年
度
は
新
た
に

十
二
の
行
政
区
が
取
り
組
み
の
意
向
を

示
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
説
明
会

を
開
催
し
な
が
ら
、
組
織
の
設
立
や
活

動
に
対
し
て
支
援
を
行
い
、
さ
ら
な
る

事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

中心市街地活性化への取り組みのひとつ軽トラ市。町内外から多数の来場者が訪れている

１
地
域
の
さ
ら
な
る
結
び
つ
き
支
援
し
ま
す

こ
れ
か
ら
の
雫
石
今
年
度
は
こ
う
進
め
る
▽
▽
▽
平
成
20
年
度
町
長
施
政
方
針
か
ら
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生
活
交
通
と
し
て
の
「
あ
ね
っ
こ
バ

ス
」
に
加
え
、
旅
館
民
宿
な
ど
で
保
有

す
る
送
迎
バ
ス
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し

て
活
用
す
る
構
想
に
つ
い
て
、
本
町
独

自
の
生
活
交
通
体
系
を
一
層
充
実
さ
せ

る
た
め
、
関
係
者
と
協
議
を
進
め
、
運

行
主
体
の
検
討
や
、
具
体
的
な
運
行
計

画
の
策
定
を
行
な
い
、
早
期
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
か
ら
の
健
康
保
険
制

度
の
改
変
に
伴
い
、
四
十
歳
か
ら
七
十

四
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を

対
象
に
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
着
目
し

た
特
定
健
康
診
査
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
の
町
民
に

対
し
て
は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

に
よ
る
健
康
診
査
を
、
六
十
五
歳
以
上

の
介
護
保
険
第
一
号
被
保
険
者
に
対
し

て
は
町
が
生
活
機
能
評
価
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
町
民
が
生
涯
を

通
じ
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く
り

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

（
仮
称
）町
立
健
康
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
核
施
設
と

し
て
健
康
診
断
や
保
健
指
導
、
医
療
、

介
護
に
加
え
、
町
民
や
団
体
な
ど
が
自

主
的
に
行
う
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い

づ
く
り
な
ど
の
活
動
、
子
育
て
親
子
の

交
流
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
町
民
が
集
え
る

よ
う
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
二
十
年
一
月
施
行
の
環
境
基
本

条
例
に
基
づ
き
、
町
の
環
境
の
現
状
と

動
向
を
把
握
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
二

十
年
度
は
「
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。
基
本
計
画
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
地
域
懇
談
会
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
実
施
し
な
が
ら
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

軽
ト
ラ
市
な
ど
中
心
市
街
地
へ
の
誘

客
イ
ベ
ン
ト
を
、
観
光
や
他
産
業
間
と

の
連
携
、
全
国
と
の
交
流
を
視
野
に
入

れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
展
開
す
る
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

雫
石
商
工
会
は
「
ま
ち
の
駅
」
と
い

う
集
客
拠
点
施
設
の
企
画
・
運
営
に
係

る
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示
す
こ
と
と
し

て
お
り
、
町
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

行
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

鶯
宿
温
泉
観
光
協
会
が
平
成
十
七
年

度
か
ら
進
め
て
い
る
「
三
十
の
魅
力
づ

く
り
整
備
」
や
「
集
客
企
画
」
な
ど
を
支

援
す
る
ほ
か
、「（
仮
称
）水
輝
く
里
山

公
園
」の
整
備
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
産
地
消
の
推
進
拠
点
「
（
仮
称
）

し
ず
く
い
し
農
林
産
物
直
売
所
」
を
雫

石
駅
南
イ
ベ
ン
ト
交
通
広
場
と
雫
石
銀

河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
整
備
し
ま
す
。

（
本
誌
十
ペ
ー
ジ
参
照
）

平
成
十
九
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
経

営
所
得
安
定
対
策（
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
、
米
政
策
改
革
推
進
対
策
、

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
）が

円
滑
か
つ
効
率
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う

に
取
り
組
み
ま
す
。

本
町
の
恵
ま
れ
た
地
域
環
境
と
人

材
を
活
用
し
た
各
学
校
の
取
り
組
み

を
支
援
し
、
地
域
の
良
さ
を
知
り
、

地
域
に
誇
り
を
も
つ
児
童
生
徒
の
育

成
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
か
ら
小
学
校
区
単

位
で
立
ち
上
げ
た
教
育
振
興
運
動
実

践
組
織
に
雫
石
中
学
校
、
雫
石
高
校

も
加
え
、
同
組
織
が
主
催
す
る
町
内

四
地
区
で
の
交
流
会
を
通
じ
て
学

校
・
家
庭
・
子
ど
も
・
地
域
・
行
政

の
五
者
に
よ
る
「
読
書
大
好
き
雫
石
っ

子
」の
運
動
を
支
援
し
ま
す
。

健
康
で
い
き
い
き
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

施政方針を述べる中屋敷町長

11
菜
の
花
活
用
で
循
環
型
社
会
を
推
進
し
ま
す

３

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す

4

農
家
の
経
営
所
得
安
定
対

策
を
推
進
し
ま
す

8

鶯
宿
温
泉
の
活
性
化
を
支

援
し
ま
す

6

送
迎
バ
ス
を
活
用
し
た
交

通
体
系
確
立
を
進
め
ま
す

2

中
心
市
街
地
活
性
化
に
取

り
組
み
ま
す

5

学
校
・
家
庭
・
子
ど
も
に

よ
る
読
書
を
推
進
し
ま
す

10

地
元
食
材
の
活
用
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
進
め
ま
す

7

9次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
平
成
二
十
年
度
予

算
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
し
ず
く
い
し
・
菜
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」
で
、
菜

の
花
栽
培
を
通
じ
て
農
業
と
観
光
の
振

興
、
景
観
形
成
、
福
祉
協
働
お
よ
び
地

域
循
環
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。
平

成
二
十
年
度
は
、
コ
テ
ー
ジ
む
ら
で
の

菜
の
花
栽
培
に
加
え
、
小
麦
と
の
組
み

合
わ
せ
を
中
心
と
し
た
輪
作
と
し
て
転

作
田
へ
の
菜
の
花
の
播
種
を
始
め
る
と

と
も
に
、菜
種
油
の
搾
油
施
設
の
整
備
、

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
活
用
な

ど
、本
格
的
に
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

関
係
者
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化

し
な
が
ら
、
計
画
事
業
の
着
実
な
実
施

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平成20年度町長施政方針から「住民と協働で進めるまちづくり」
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・・・依存財源

・・・自主財源

地方交付税
31億4,200万円　
（40.0％）

県支出金
3億5,186万円
（4.5％）

町　債
5億2，610万円　
（6.7％）

繰入金
2億7,648万円
（3.5％）

地方消費税交付金
１億7，030万円
（2.2％）
自動車取得税交付金
6，710万円
（0.9％）
その他
5，550万円
（0.7％）

町　税
22億7,989万円　
（29.0％）

使用料および手数料
8，306万円
（1.1％）
諸収入
9，330万円
（1.2％）
分担金・負担金ほか
１億653万円
（1.4％）

地方譲与税
2億8，320万円　
（3.6％）

国庫支出金
4億1，468万円
（5.3％）

歳 入
78億5,000万円

歳入ワンポイント解説
依存財源・・・国、県から定められ
た額を交付されたり、割り当てら

れたりする収入。地方交付税や国

庫支出金など

自主財源・・・町が自主的に収入し
うる財源。町税や分担金および負

担金など

地方交付税・・・市町村の財政力に
応じ、国から交付されるお金。財

政力が弱いほど交付額は多くなる

町債・・・事業を行うために町が計
画的に借りるお金

国庫（県）支出金・・・国（県）が町の
行う事業に交付する補助金など

地方譲与税・・・国税として徴収し
たお金を、地方に譲与する税。自

動車重量譲与税や地方道路譲与税

など

町
の
予
算
の
中
で
私
た
ち
の
生
活
に

一
番
身
近
な
一
般
会
計
の
額
は
、
七
十

八
億
五
千
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
四
千

万
円
、
〇
・
五
％
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
負
担
金
、（
仮
称
）町
立
健
康
セ
ン
タ

ー
建
設
事
業
、
農
林
産
物
直
売
・
食
材

提
供
供
給
促
進
事
業
、
雫
石
地
区
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
な
ど
を
加
え
ま
し

た
が
、
春
木
場
町
営
住
宅
、
安
庭
小
学

校
建
設
事
業
が
完
了
し
た
た
め
総
体
的

に
は
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
は
新
た
に
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
を
加
え
た
十
会
計
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
水
道
事
業
会
計
を
加
え

た
総
額
は
五
十
八
億
五
千
六
百
十
万
円

で
前
年
度
よ
り
十
二
億
九
千
五
百
五
十

二
万
円
、
一
八
・
一
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
使
い
道
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
民
生
費
が
ト
ッ
プ
で
す
。

主
な
も
の
と
し
て
は
障
害
者
自
立
支
援

給
付
費
な
ど
が
増
加
し
た
も
の
の
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体
で
は
前
年
度

に
比
べ
て
一
千
八
百
八
十
万
円
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
構
成
比
は
一
九
・
一
％

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
総
額
約
百
三
十
七
億
六
百
万
円
、
こ

れ
が
平
成
二
十
年
度
当
初
の
雫
石
町
を
動
か
す
予
算
で
す
。
都
市

と
地
方
の
格
差
が
問
題
視
さ
れ
、
特
に
地
方
経
済
の
建
て
直
し
は

全
国
的
に
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
事
務
事

業
の
必
要
性
、
有
効
性
を
再
検
討
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
計
画
的
、

効
率
的
に
活
用
し
た
予
算
編
成
を
心
が
け
ま
し
た
。

一
般
会
計
78
億
5
千
万
円
で
ま
ち
づ
く
り

依存財源
50億1,074万円
（63.8％）

自主財源
28億3,926万円
（36.2％）
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衛生費
11億5，973万円　
（14.8％）

総務費
8億9,711万円
（11.4％）

農林水産業費
７億2,862万円　
（9.3％）

公債費
11億2，099万円　
（14.3％）

消防費
2億9,902万円
（3.8％）

商工費
2億2,967万円　
（2.9％）

その他
1億9,814万円
（2.5％） 民生費

14億9，684万円　
（19.1％）

教育費
８億2,341万円　
（10.5％）

土木費
8億9,647万円　
（11.4％）

歳 出
78億5,000万円

歳出ワンポイント解説
民生費・・・主に高齢者、障害者、子
どもの福祉などに使うお金

衛生費・・・ごみ処理や母子保健、検
診などに使うお金

公債費・・・町の借金である町債など
の償還金

総務費・・・選挙、税金の徴収、広報
誌の発行など行政運営に使うお金

土木費・・・道路や橋、公園、除雪な
どの整備に使うお金

教育費・・・学校や公民館、体育館な
ど教育施設の整備や運営に使うお金

農林水産業費・・・農家の支援や用水
路の整備など農業振興に使うお金

消防費・・・消防施設の整備費や広域
消防の負担金

商工費・・・町内の商工業の支援や観
光振興などに使うお金

その他・・・議会費（町議会の運営な
どに使うお金）、労働費（雇用対策な
ど勤労者の支援に使うお金）、災害
復旧費（昨年発生した災害の復旧に
使うお金）

平成20年度会計別予算集計表
（△＝減額）

会計名 20年度予算 19年度予算 伸び率

一般会計 78億5,000万円 78億9,000万円 △0.5％

特別会計・企業会計 58億5,611万円 71億5,163万円 △18.1％

国民健康保険 19億4,092万円 19億9,810万円 △2.9％

老人保健 2億1,409万円 21億4,329万円 △90.0％

御明神財産区 646万円 484万円 33.4％

下水道事業 9億7,002万円 8億9,296万円 8.6％

農業集落排水事業 1億7,035万円 1億6,554万円 2.9％

簡易水道事業 4,268万円 2,495万円 71.0％

介護保険事業勘定 9億7,815万円 9億3,265万円 4.9％

介護保険介護サービス事業勘定 756万円 650万円 16.3％

雫石診療所 8億2万円 5億2,736万円 51.7％

後期高齢者医療 1億2,540万円 － 皆増

水道事業 6億46万円 4億5,544万円 31.8％

総合計 137億611万円 150億4,163万円 △8.9％

内
　
　
　
　
　
　
訳

を
占
め
ま
し
た
。

第
二
位
に
は
衛
生
費
が
続
き
ま
し

た
。
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担

金
や（
仮
称
）町
立
健
康
セ
ン
タ
ー
工
事

関
係
費
が
新
た
に
加
わ
る
な
ど
、
前
年

度
に
比
べ
て
七
千
六
百
五
十
三
万
円
、

七
・
一
％
の
増
で
、
構
成
比
で
は
一

四
・
八
％
を
占
め
ま
し
た
。

第
三
位
は
公
債
費
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
、
三
百
九
十
三
万
円
、
○
・
四
％

の
増
、
構
成
比
で
は
一
四
・
三
％
を
占
め

ま
し
た
。
第
四
位
は
総
務
費
で
、
二
千

九
百
七
十
一
万
円
、
三
・
二
％
の
減
、
構

成
比
で
は
一
一
・
四
％
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
土
木
費
、
教
育
費
、
農
林

水
産
業
費
、
消
防
費
、
商
工
費
、
議
会

費
、
災
害
復
旧
費
、
労
働
費
の
順
に
な

っ
て
い
ま
す
。
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●総務全般
�住民参画・協働
連絡協議会を通じてＮＰＯ団体や

住民活動団体の活動を支援し、各団
体の情報共有や協働できる関係を築
いていきます。
�町税収入確保
20年度から県地方税滞納整理機構

に職員1人を派遣し、今後の収納体制
強化に努めるほか、地域コミュニテ
ィ形成推進事業による納税啓発活動
も進めていきます。

●商工観光全般
�商工観光振興
商工業については、引き続き中心

市街地の活性化に向けた事業を展開
し、商店街の空き店舗を活用した施
設整備を進めます。
観光については、四季を通じて観

光資源を生かしたモニターツアー事
業の展開やグリーンツーリズムなど
を通じて町の魅力発信に努め、多彩
な手段で雫石をＰＲしていきます。

●土木全般
�町の基盤整備
平成19年度発生の道路、河川災害

復旧工事を進めていきます。都市計
画については町都市計画マスタープ
ランの見直しを行っていきます。
�上下水道の整備
水道事業については、配水施設の

改良・維持に努め水を安定的に供給
します。鴬宿簡易水道の配水管布設
工事を実施し水道未普及地域の解消
などに取り組みます。汚水処理施設
についても経費節減を図りながら整
備促進に取り組んでいきます。

●消防全般
�消防・防災
地域コミュニティ形成推進事業に

よる自主防災組織の結成を推進する
ほか、「（仮称）黒沢コミュニティ消防
センター」の整備に向けた用地購
入・実施設計を進めます。消防団員
の服制基準が改正されたことに伴い、
訓練服を一斉更新します。

●教育全般
�学校教育
給食を通じた食育を推進するほか、

雫石中学校と雫石高校の連携や学校
支援員の全校配置など体制の充実に
力を入れていきます。
�社会教育
「いつでも、どこでも、だれでも」

が学べる活動の場を提供し、主体的
に学習活動ができるよう環境整備を
進めていきます。

●民生全般
�社会福祉
高齢者福祉や介護保険については

地域包括支援センターが実施する地
域支援事業や総合相談業務などを充
実させます。
障害者福祉については、地域生活

支援事業などを推進し、障害者の自
立と社会参加を支援します。しずく
いし・菜のテクノロジープロジェク
トに基づき、菜種油の搾取プラント
などを整備し、障害者の安定的な就
労の機会を拡大します。
�児童福祉
社会問題化している児童虐待と要

保護児童の早期発見に務め、関係機
関と連携し迅速に対応していきます。

●農林業全般
�農林業振興
地産地消の拠点となる「（仮称）し

ずくいし農林産物直売所」を雫石駅
南イベント交通広場などに整備しま
す。畜産については、公共牧場の放
牧頭数増加・確保対策、畜産担い手
総合整備事業などを継続実施してい
きます。林業については、町有林、
財産区有林、私有林の適切な保育事
業の実施などにより健全な森林資源
の維持造成を推進します。
環境基盤整備では、19年度から始

まった農地・水・環境保全向上対策
など各種事業を関係機関と協議調整
しながら促進していきます。

総務費の主な事業予算
地域交流拠点施設管理に ･ ･ ･ 960万円
マイクロバス購入費に ･ ･ ･ ･ 758万円
高速情報通信基盤整備に ･ ･ ･ 300万円
税務調査員報酬に･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 576万円

衛生費の主な事業予算
県後期高齢者医療広域連合負担金に 1億8,136万円
雫石診療所特別会計繰出金に1億7,788万円
一般廃棄物処理業務委託に･ 1億5,680万円
後期高齢者健康診査委託料に ･ 1,331万円

商工費の主な事業予算
（仮称）まちおこしセンター整備事業に 6,491万円
健康・癒し型滞在観光推進事業に 755万円
消費者救済資金貸付事業預託に 1,900万円

土木費の主な事業予算
鴬宿地区公園整備に ･ ･ ･ 1億1,200万円
道路耐震補強工事に ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1,700万円
下水道事業特別会計繰出金に 3億4,968万円

消防費の主な事業予算
消防団員訓練服などの更新に ･ 810万円
広域消防の運営などに ･ ･ ･ 2億2,874万円

教育費の主な事業予算
学校支援員等賃金に･ ･ ･ ･ ･ 1,130万円
中央公民館舞台照明設備貸借に ･ 1,294万円
地域公民館整備事業補助に ･ ･ ･ ･ 508万円

民生費の主な事業予算
地域活動支援センター事業委託に 1,172万円
障害者自立支援給付に･ ･ 1億3,254万円
菜種油搾油施設整備などに･ ･ ･ 3,204万円
地域子育て支援センター事業委託に･ 741万円

農林水産業費の主な事業予算
農林産物直売・食材提供供給促進事業に 1億639万円
集落営農推進事業に ･ ･ ･ ･ ･ ･ 625万円
農業集落排水事業特別会計繰出金 1億5,758万円

●保健衛生全般
�保健衛生
町民の健康推進について、各種検

診や健康教育、健康相談、家庭訪問
による保健指導などを実施します。
また、近年増加傾向にある自殺者の
予防対策を講じていきます。
国民健康保険については特定健康

診査および特定保健指導を町内医療
機関などと協力連携のもとに実施し、
被保険者の健康を保持・増進させる

とともに、医療費の適正化に努めま
す。
後期高齢者医療制度については岩

手県後期高齢者医療広域連合が行い
ます。町では、医療費給付申請など
の窓口業務や保険料の徴収業務さら
には健康診査などを行うことにして
います。
�環境衛生
一般廃棄物の処理については、平

成19年4月から滝沢村清掃センターで
滝沢村と共同処理しています。資源
ごみは町で処理し、ごみの減量化と
資源化の推進に努めます。
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総額
112，506円

民生費
79，173円

公債費
59，293円

教育費
43,553円

総務費
47，451円

衛生費
61,342円

農林水産業費
38,539円

土木費
47,417円

軽自動車税
2，300円

たばこ税
5，457円

入湯税
5，248円

町民税（個人）
28,865円

固定資産税
70，636円

（人口は20年3月末日現在の18，906人で計算）

（総額415，212円）

町民１人当たりの町税

町民１人当たりに使われるお金

性質別内訳ワンポイント解説

性質別内訳・・・歳出について同じよ
うな使われ方どうしで分類したもの

義務的経費・・・支出が義務付けられ
ているお金（人件費：職員の給与な

ど、公債費：町債の返済に充てるお

金、扶助費：福祉や医療の費用とし

て給付するお金）

投資的経費・・・建設事業など社会資
本整備に充てるお金

物件費・・・物品の購入や事業の委託
費などに充てるお金

繰出金・・・一般会計から特別会計に
繰り出すお金

一
般
会
計
の

性
質
別
・
経
費
別
歳
出
額

義務的経費
43.8％

投資的経費
10.3％

その他経費
45.9％

人件費
18億5,638万円

公債費
11億2,097万円

扶助費
4億5,897万円普通建設事業費

7億4,317万円
災害復旧事業費
6,680万円

物件費
15億1,683万円

繰出金
10億7,351万円

補助費等
7億9,336万円

積立金ほか
2億2,001万円 ・・・義務的経費

・・・投資的経費

・・・その他経費

道
路
や
橋
、
学
校
、
公
民
館
な
ど
を

整
備
す
る
た
め
の
財
源
が
不
足
す
る
場

合
は
国
や
金
融
機
関
か
ら
お
金
を
借
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
町
債
と
い
い
ま
す
。

二
十
年
三
月
末
現
在
の
町
債
元
金
残

高
見
込
み
額
は
七
十
七
億
七
千
六
百
十

六
万
円
で
す
。
内
訳
で
は
総
務
債
が
ト

ッ
プ
を
占
め
、
次
い
で
土
木
債
、
農
林

債
、
教
育
債
の
順
に
続
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
こ
の
う
ち
九
億
七
千
十

五
万
円
を
返
済
し
、
新
た
に
、
総
務
債

や
土
木
債
な
ど
に
五
億
二
千
六
百
十
万

円
借
り
入
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
た
め
二
十
一
年
三
月
末
の
町
債

残
高
は
七
十
三
億
三
千
二
百
十
一
万
円

と
な
り
、
前
年
よ
り
四
億
四
千
四
百
五

万
円
少
な
く
な
る
見
込
み
で
す
。

平成21年３月末見込み

Ｈ
21
年
３
月
の
町
債
残
高

約
４
億
４
４
０
０
万
円
減
に

＜町債の内訳＞

総務債
38.9％

衛生債
1.8％

農林債
9.4％

教育債
9.2％

土木債
31.3％

その他
9.4％

消防費・商工費など

38,444円
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平
成
二
十
年
度
の
行
政
区
長
が
決
ま

り
、
四
月
二
日
、
町
役
場
大
会
議
室
で

中
屋
敷
町
長
が
七
十
四
人
に
委
嘱
状
を

交
付
し
ま
し
た
。
行
政
区
長
に
は
町
か

ら
の
お
知
ら
せ
文
書
を
班
長
を
通
じ
て

配
布
す
る
な
ど
住
民
と
町
の
パ
イ
プ
役

を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
各
行
政
区

長
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
雫
石
地
区
】

高
前
田
一
区
▽
茅
橋
聰

高
前
田
二
区

▽
藤
村
正

林
▽
金
田
竹
藏

上
町

一
・
二
▽
相
澤
　
夫

上
町
三
▽
松
浦

精
一

中
町
一
▽
上
野
利
美

中
町

二
・
三
▽
高
田
朝
男

下
町
一
・
二
▽

晴
山
定
雄
　
下
町
三
▽
高
橋
健
治

下

町
四
▽
高
橋
啓
子

駅
前
▽
横
手
恭
治

長
根
▽
志
田
勝
夫

谷
地
▽
小
林
克
良

晴
山
▽
山
本
由
和

中
沼
▽
貝
原
新
六

陽
和
郷
▽
山
田
正
夫

板
橋
▽
高
橋

行

七
ツ
森
・
丸
谷
地
▽
園
田
照

平
成
二
十
年
度
の
町
職
員
定
期
人
事

異
動
を
行
い
、
課
長
級
七
人
を
含
む
七

十
六
人
が
異
動
し
ま
し
た
。
職
員
一
同

新
体
制
の
も
と
二
十
年
度
の
町
づ
く
り

に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

退
職
者
は
十
七
人
で
、
新
採
用
職
員

は
七
人
、
他
市
町
村
か
ら
の
交
流
職
員

は
二
人
で
す
。
（
発
令
は
四
月
一
日
、

カ
ッ
コ
内
は
異
動
前
）

【
課
長
級
】

▽
会
計
管
理
者（
兼
）税
務
課
長（
兼
）出

納
課
長
　
堺
哲
夫（
税
務
課
長
）
▽
経

営
推
進
課
長
（
兼
）
総
務
部
門
企
画
監

人
事

委
嘱

櫻
田
久
耕（
経
営
推
進
課
長
）
▽
雫
石

診
療
所
事
務
長
（
兼
）
健
康
推
進
課
長

（
兼
）保
健
福
祉
部
門
企
画
監
　
峰
川
英

利（
福
祉
課
長（
兼
）保
健
福
祉
部
門
企

画
監
）
▽
福
祉
課
長
　
細
川
清
美（
会

計
管
理
者（
兼
）出
納
課
長
）
▽
保
健
課

長
　
高
橋
善
一（
保
健
課
長（
兼
）健
康

推
進
課
長
）
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長

堀
合
誠（
農
林
課
主
査
）
▽
出
納
課
出

納
監
　

橋
静
子（
出
納
課
主
査
）

【
主
査
級
】

小
岩
井
▽
長
牛
啓

東
町
▽
佐
々
木
弘

子

黒
沢
川
▽
廣
瀬
一
志

【
御
所
地
区
】

鴬
宿
▽
伊
藤
幸
男

馬
場
・
大
村
・
男

助
▽
上
野
滿

赤
滝
▽
川
口
忠
義

外

桝
沢
▽
山
本
弥
助

桝
沢
▽

藤
幹
夫

矢
用
▽
川
村
金
継

片
子
沢
▽
根
澤
治

天
戸
▽
横
田
孝
志

安
庭
▽
川
崎
克
雄

籬
野
▽
上
山
繁
光

町
場
▽
廣
瀬
哲
夫

九
十
九
沢
▽
伊
藤
幸
継

矢
櫃
▽
伊

茂
樹

元
御
所
▽
吉
井
智
重

【
西
山
地
区
】

網
張
▽
宮
嶋
浩
二

盆
花
▽
所
博
幸

極
楽
野
▽
泉
澤
栄

五
区
▽
坂
井
憲
一

六
区
▽
上
野
毅

七
区
▽
笹
田
耕
一

八
区
▽
佐
々
木
與
三
郎

野
中
▽
堂
前

俊
光

小
松
▽
柿
木
茂

林
崎
▽
幅
幹

郎

篠
崎
▽

原
義
也

上
西
根
▽
西

田
豊
一

八
丁
野
▽
櫻
小
路
純
生

西

根
谷
地
▽
大
宮
一
二

上
駒
木
野
▽
櫻

田
章
夫

駒
木
野
▽
高
橋
君
男

�
根

田
▽

根
田
昭
一

【
御
明
神
地
区
】

橋
場
▽
千
葉
喜
久
馬

安
栖
▽
木
村
秀

男
　
小
赤
沢
▽
小
志
戸
前
昭
夫

山
津

田
▽
赤
渕
博

滝
沢
▽
中
河
原
照
基

南
▽
杉
屋
敷
春
三

天
瀬
▽
小
坂
英
美

天
川
▽
赤
沢
充

中
南
▽
坊
屋
鋪
厚
子

中
島
▽
新
田
智
子

黒
沢
▽
堂
屋
博

ま
が
き
▽
泉
川
幸
雄

下
春
木
場
▽
新

里
栄
喜

上
春
木
場
▽
新
里
孝

和
野

▽
町
場
洋
一

横
欠
▽
野
中
道
夫

土

橋
▽
小
林
敏
雄

上
和
野
▽
上
和
野
忠

一

上
野
沢
▽
高
橋
哲
男
　
岩
持
▽
岩

持
誠
一

谷
地
▽
谷
地
俊
雄

下
川
原

▽
下
川
原
治
美

▽
経
営
推
進
課
主
査
　
瀬
川
拓
也（
総

務
課
付
・
雫
石
商
工
会
派
遣
）
▽
税
務

課
同
　
佐
々
木
正
巳（
地
域
整
備
課
主

査
）
▽
税
務
課
同
　
岩
持
勝
利（
経
営

推
進
課
主
査
）
▽
住
民
課
同
　
小
山
純

子（
学
校
教
育
課
主
査
）
▽
福
祉
課
同

徳
田
明
子（
税
務
課
主
査
）
▽
農
林
課

同
　
高
村
克
之（
地
域
整
備
課
主
査
）

▽
商
工
観
光
課
同
　
澤
口
憲
英（
総
務

課
主
任
）
▽
地
域
整
備
課
同
　
伊
藤
一

郎（
社
会
教
育
課
主
査
）
▽
地
域
整
備

行政区と町のパイプ役となる行政区長
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課
同
　
天
川
雅
彦（
地
域
整
備
課
主
任
）

▽
雫
石
診
療
所
同
　
岩
崎
千
穂（
総
務

課
主
査
）
▽
学
校
教
育
課
同
　
上
村
光

俊（
学
校
教
育
課
主
任
）
▽
社
会
教
育

課
同
　
正
木
裕
之（
農
林
課
主
任
）
▽

社
会
教
育
課
同
　
畠
山
康（
社
会
教
育

課
主
任
）
▽
生
涯
文
化
課
同
　
太
田
弘

幸（
保
健
課
主
任
）
▽
生
涯
文
化
課
同

中
塚
栄
子（
福
祉
課
主
査
）
▽
出
納
課

同
　
千
葉
悦
子（
住
民
課
主
査
）
▽
農

業
委
員
会
事
務
局
同
　
吉
田
光
彦（
社

会
教
育
課
主
査
）

【
主
任
級
】

▽
経
営
推
進
課
主
任
　
工
藤
倍
也（
紫

波
町
か
ら
派
遣
）
▽
総
務
課
同
　
萱

場
理
花（
商
工
観
光
課
主
任
）
▽
保
健

課
同
　
高
橋
由
美
子（
健
康
推
進
課
主

任
）
▽
保
健
課
同
　
鈴
木
美
佳（
保
健

課
主
事
）
▽
農
林
課
同
　
米
澤
学（
農

林
課
主
事
）
▽
農
林
課
同
　
浦
田
忍

（
農
林
課
主
事
）
▽
商
工
観
光
課
同

古
川
端
琴
也（
経
営
推
進
課
主
任
）
▽

地
域
整
備
課
同
　
田
沼
亜
紀（
地
域
整

備
課
主
事
）
▽
上
下
水
道
課
同
　
坂
井

悟（
地
域
整
備
課
主
任
）
▽
上
下
水
道

課
同
　
平
野
友
彦（
上
下
水
道
課
主
事
）

▽
上
下
水
道
課
同
　
徳
田
靖（
上
下
水

道
課
主
事
）
▽
出
納
課
同
　
清
水
真
紀

（
出
納
課
主
事
）

【
主
事
級
】

▽
経
営
推
進
課
主
事
　
沼
田
伸
吾（
総

務
課
付
・
矢
巾
町
派
遣
）
▽
経
営
推
進

課
同

古
前
田
慎
也（
新
採
用
）
▽
総

務
課
同

四
ツ
家
広
衣（
新
採
用
）
▽

環
境
対
策
課
同

澤
口
浩
己（
総
務
課

付
・
紫
波
町
派
遣
）
▽
住
民
課
同

藤

原
瑞
枝（
農
林
課
主
事
）
▽
福
祉
課
同

吉
村
和
恵（
経
営
推
進
課
主
事
）
▽
福

祉
課
同

山
本
友
恵（
新
採
用
）
▽
保

健
課
同

櫻
田
紀
子（
福
祉
課
主
事
）

▽
保
健
課
同

荒
澤
夏
美（
新
採
用
）

▽
健
康
推
進
課
同

上
路
里
子（
福
祉

課
主
事
）
▽
農
林
課
同

佐
々
木
龍

（
矢
巾
町
か
ら
派
遣
）
▽
地
域
整
備
課

技
師

福
田
良
和（
上
下
水
道
課
技
師
）

▽
地
域
整
備
課
主
事

谷
藤
崇（
新
採

用
）
▽
学
校
教
育
課
同

中
田
美
沙

（
新
採
用
）
▽
社
会
教
育
課
同

鷹
觜

あ
ゆ
み（
新
採
用
）

【
派
遣
・
交
流
職
員
】

▽
総
務
課
付
主
査（
雫
石
商
工
会
へ
派

遣
）
若
林
武
文（
商
工
観
光
課
主
査
）

▽
総
務
課
付
主
任
（
紫
波
町
へ
派
遣
）

山
口
善
英（
住
民
課
主
任
）
▽
総
務
課

付
主
事（
矢
巾
町
へ
派
遣
）
高
橋
基（
環

境
対
策
課
主
事
）
▽
税
務
課
付
主
事

（
岩
手
県
総
務
部
税
務
課
岩
手
県
地
方

税
滞
納
整
理
機
構
へ
派
遣
）
吉
田
耕
大

（
税
務
課
主
事
）

【
保
健
師
】

▽
福
祉
課
主
任
保
健
師
　
大
村
香
津
子

（
健
康
推
進
課
主
任
保
健
師
）
▽
健
康

推
進
課
同

米
澤
ル
リ
子（
福
祉
課
主

任
保
健
師
）

【
栄
養
士
】

▽
健
康
推
進
課
栄
養
主
査
　
原
希
代
子

（
健
康
推
進
課
主
任
栄
養
士
）

【
看
護
師
・
技
師
】

▽
雫
石
診
療
所
看
護
師
長
　
遠
藤
ま
ゆ

み（
雫
石
診
療
所
看
護
副
師
長
）
▽
同

看
護
副
師
長
　
古
川
美
奈
子（
同
主
任

看
護
師
）
▽
同
臨
床
検
査
主
査
　
小
原

祐
子（
同
主
任
臨
床
検
査
技
師
）

【
保
育
士
】

▽
主
査（
兼
）御
所
保
育
所
長
　
枇
杷
則

子（
主
査（
兼
）西
根
保
育
所
長
）
▽
主

査（
兼
）西
根
保
育
所
長
　
堀
合
由
紀
子

（
御
明
神
保
育
所
主
査
）
▽
御
明
神
保

育
所
主
査
　
中
川
清
子（
西
根
保
育
所

主
査
）
▽
西
山
保
育
所
主
査
　
横
森
栄

子（
御
所
保
育
所
主
査
）
▽
西
山
保
育

所
主
査
　
下
黒
澤
け
い
子（
西
山
保
育

所
主
任
保
育
士
）
▽
西
根
保
育
所
主
査

上
野
登
紀
子（
西
山
保
育
所
主
査
）
▽

橋
場
へ
き
地
保
育
所
主
査
　
高
畑
智
江

子（
御
明
神
保
育
所
主
任
保
育
士
）
▽

大
村
へ
き
地
保
育
所
主
査
　
森
合
淳
子

（
御
明
神
保
育
所
主
任
保
育
士
）
▽
御

明
神
保
育
所
主
任
保
育
士
　
小
谷
地
克

子（
西
山
保
育
所
主
任
保
育
士
）

【
用
務
員
】

▽
西
山
保
育
所
主
任
用
務
員
　
工
藤
成

衣
子（
御
所
保
育
所
主
任
用
務
員
）
▽

御
所
保
育
所
用
務
員
　
徳
田
誠
子（
御

明
神
保
育
所
用
務
員
）
▽
雫
石
小
学
校

同
　
晴
山
信
一（
下
長
山
小
学
校
用
務

員
）
▽
七
ツ
森
小
学
校
同
　
徳
田
直
美

（
雫
石
小
学
校
同
）
▽
下
長
山
小
学
校

同
　
柿
木
剛（
御
明
神
小
学
校
同
）
▽

御
明
神
小
学
校
同
　
山
本
好
則（
上
長

山
小
学
校
同
）

【
調
理
員
】

▽
御
所
保
育
所
主
任
調
理
員
　
山
崎
静

子（
西
根
保
育
所
主
任
調
理
員
）
▽
雫

石
小
学
校
同
　
藤
倉
敬
子（
大
村
小
学

校
同
）
▽
御
明
神
保
育
所
調
理
員
　
荒

塚
広
子（
西
山
保
育
所
調
理
員
）
▽
西

山
保
育
所
同
　
堂
前
節
子（
西
山
保
育

所
用
務
員
）
▽
西
根
保
育
所
同
　
峰
川

行
子（
西
根
保
育
所
同
）
▽
雫
石
小
学

校
同
　
長
澤
タ
キ（
七
ツ
森
小
学
校
同
）

▽
下
長
山
小
学
校
同
　
大
橋
敬
子（
南

畑
小
学
校
調
理
員
）
▽
御
明
神
小
学
校

同
　
小
田
恵（
御
明
神
保
育
所
同
）
▽

大
村
小
学
校
同
　
金
澤
さ
お
り（
御
明

神
小
学
校
同
）

【
退
職
】（
三
月
三
十
一
日
付
）

▽
雫
石
診
療
所
事
務
長
　
木
村
英
彦

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
　
小
田
一
正

▽
雫
石
診
療
所
看
護
師
長
　
広
瀬
明
美

▽
出
納
課
出
納
監（
兼
）主
査
　
吉
田
悟

▽
雫
石
診
療
所
主
査
　
富
田
善
夫
　
▽

農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
　
篠
村
賢
一

▽
福
祉
課
主
査
　
正
木
友
子

▽
福
祉

課
主
査
　
細
川
俊
子

▽
税
務
課
主
査

伊
藤
紀
和

▽
生
涯
文
化
課
主
査
　
高

橋
満
里
子

▽
生
涯
文
化
課
主
査
　
川

崎
美
枝
子

▽
福
祉
課
主
査
　
小
田
淑

子

▽
学
校
教
育
課
主
任
調
理
員
　
村

上
哲
子

▽
福
祉
課
主
任
調
理
員
　
廣

田
晴
美

▽
学
校
教
育
課
調
理
員
　
下

田
マ
サ
子

▽
学
校
教
育
課
調
理
員

浦
田
ヤ
ス
子

▽
福
祉
課
主
任
保
育
士

篠
村
弘
子
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農
林
「
し
ず
く
い
し
型
産
直
」の
玄
関

町
で
は
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
施
設
の
一
つ
と
し
て
雫
石
駅
南
口
イ

ベ
ン
ト
広
場
に
国
庫
交
付
金（
農
山
漁
村
活
性
化
支
援
交
付
金
、
頑
張
る
地

方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
活
用
し
て
「
産
直
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
」
と
「
南

口
通
路
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
雫
石
駅
南
口
の

施
設
に
つ
い
て
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�産直イベントスペースでは農家から出
荷された野菜などを、対面販売を通じて
町内の業者（ホテル、旅館、ペンションな
ど）や観光客などが購入できます。食材を
直接見て、触れて、選べることから、安
全・安心・愛される食材を提供すること
ができます。さらにこの施設はさまざま
なイベントを実施する際にも広く活用で
きます。

�農家から出荷された
農作物の荷下ろしや業
者が購入した農作物の
荷受け場所として通路
スペースを設置します。
また、産直イベントス
ペース同様に各種イベ
ント時にも利用できま
す。

産直イベントスペース

南口通路スペース

町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
多
く

は
大
消
費
地
に
流
通
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
地
元
な
の
に
地
元
の
食
材
が
な

か
な
か
手
に
入
ら
な
い
、
食
べ
る
こ
と

が
で
き
な
い
」、
と
い
う
話
し
が
よ
く

聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
間
約
三
百
万

人
が
訪
れ
る
本
町
の
観
光
客
へ
の
雫
石

町
産
の
食
材
の
提
供
を
充
分
に
で
き
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
改
善
し
、
地
産
地
消
を

促
進
し
よ
う
と
現
在
進
め
て
い
る
の
が

「
農
林
産
物
直
売
・
食
材
提
供
供
給
促

進
事
業
」
で
す
。
雫
石
町
民
は
も
ち
ろ

ん
、
町
内
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
な
ど
で
も

っ
と
地
元
の
農
林
産
物
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
本
町
に
訪
れ
る
観
光

客
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
町
内
産
の
良

質
食
材
に
気
付
い
て
も
ら
お
う
と
す
る

も
の
で
す
。

ま
た
新
た
な
流
通
販
路
を
確
保
す
る

こ
と
で
農
家
の
皆
さ
ん
の
所
得
向
上
を

目
指
し
、
併
せ
て
雫
石
銀
河
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
有
効
活
用
や
駅
前
地
域
の
活
性

化
の
推
進
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

産
直
施
設
整
備
で

地
産
地
消
を
推
進

施設規模並びに工事費（監理業務委託料含）
�産直イベントスペース… 93.15㎡　鉄骨平屋建　12,010,950円
�南口通路スペース… 116.64㎡　鉄骨平屋建　 9,850,050円
※同工事は５月中旬完成を目指しています。ＪＲ線ならびに駅舎を利用される皆さ
んにはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解をお願いいたします。

【問い合わせ先】農林課経営改善グループ（�内線239）
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保
険
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
こ
の
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
を
対
象
者
に

発
送
し
ま
し
た
。
保
険
証
は
台
紙
か
ら

切
り
離
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

四
月
以
降
医
療
機
関
な
ど
に
か
か
る

場
合
は
、
必
ず
こ
の
保
険
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

三
月
ま
で
使
用
し
て
い
た
保
険
証
、

老
人
保
健
の
医
療
受
給
者
証
は
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て
も

老
人
保
健
と
同
じ
よ
う
に
受
診
で
き
る

よ
う
該
当
者
に
は
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
や
「
特
定
疾

病
療
養
受
療
証
」
を
保
険
証
と
一
緒
に

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

○
平
成
二
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
満
七

十
五
歳
以
上
に
な
っ
て
い
る
人

○
満
六
十
五
歳
以
上
で
広
域
連
合
が
一

定
の
障
害
が
あ
る
と
認
め
た
人

○
平
成
二
十
年
四
月
中
に
満
七
十
五
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
人

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
保
健
課
後
期
高
齢
者
担
当（
�

内
線
１
３
７
）

福
祉
災
害
時
の
支
援
体
制
づ
く
り
の
た
め

町
で
は
、
災
害
時
な
ど
に
地
域
の
中

で
早
期
に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

障
害
者
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
援

護
を
必
要
と
す
る
人
の
台
帳
を
平
成
二

十
年
度
か
ら
整
備
し
ま
す
。

災
害
発
生
の
初
期
時
に
お
い
て
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
安
否
確
認
や
避

難
誘
導
な
ど
初
動
行
動
が
人
命
被
害
の

防
止
に
大
き
く
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

援
護
を
必
要
と
す
る
人
の
情
報
を
収
集

す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

登
録
の
対
象
と
な
る
の
は
、
障
害
の

あ
る
人
、
寝
た
き
り
の
人
、
介
護
を
必

要
と
す
る
人
の
ほ
か
、
乳
幼
児
や
妊
産

婦
な
ど
避
難
時
に
手
助
け
が
必
要
と
な

る
人
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

登
録
は
、
手
助
け
の
求
め
を
希
望
す

る
本
人
や
家
族
の
申
請
を
基
本
と
し
て

お
り
、
地
域
の
福
祉
情
報
に
精
通
し
て

い
る
民
生
委
員
な
ど
を
申
請
手
続
き
の

仲
介
役
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

登
録
情
報
に
は
個
人
情
報
も
含
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
利
用
範
囲
は
台
帳

を
管
理
す
る
役
場
福
祉
課
と
民
生
委

員
、
実
際
に
援
護
を
す
る
地
域
の
支
援

者
お
よ
び
防
災
組
織
の
代
表
者
に
限
定

し
て
い
ま
す
。

登
録
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と

援
護
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
全
体
で
人
命

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
も
登
録
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
　
②
知
的
障
害
者
　
③

精
神
障
害
者
　
④
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者（
日
中
の
み
の
ひ
と
り
暮
ら
し
も
含

む
）

⑤
高
齢
者
の
み
で
構
成
す
る
世

帯
の
人
　
⑥
寝
た
き
り
高
齢
者
　
⑦
認

知
症
高
齢
者
　
⑧
要
介
護
認
定
者
　
⑨

乳
幼
児
、
妊
産
婦
　
⑩
前
各
号
に
掲
げ

る
者
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る
難
病
患

者
、
そ
の
他
の
人

台
帳
に
は
災
害
時
に
要
援
護
者
の
支

援
を
行
う
支
援
者
（
二
人
以
上
）
を
登

録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
そ
の
人
か
ら
の
同
意
が
必

要
で
す
。

主
な
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
こ
の
支

援
者
の
人
を
中
心
に
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
支
援
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
災
害
時
の
避
難
誘
導
、
救
護
・
救
助

支
援
活
動
、
安
否
確
認
な
ど

②
日
常
生
活
で
の
声
掛
け
、
相
談
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
福
祉
課
福
祉
企
画
担
当（
�
内

線
１
１
８
・
１
２
３
）

▼後期高齢者の保険証

【
登
録
対
象
者
（
要
援
護
者
）】

【
支
援
内
容
】

【
送
付
対
象
者
】



12広報しずくいし　第607号

消
防
八
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
消
防
セ
ン
タ
ー

募
集
町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
事
業

町
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

推
進
事
業
に
取
り
組
む
自
治
会
な
ど
の

団
体
登
録
や
交
付
金
交
付
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
希
望
す
る
団
体
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
事
業
に
つ
い
て
「
も
っ
と
詳

し
く
知
り
た
い
」「
興
味
は
あ
る
が
ど

う
し
た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
な

ど
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
町
役
場
住
民
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
説
明
会
開
催
の
曜
日
や
時
間
、

場
所
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん（
日
程
が
他

の
行
政
区
な
ど
と
重
複
し
た
場
合
は
、

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

説
明
資
料
は
町
で
用
意
し
ま
す
。

※
登
録
や
交
付
申
請
の
期
限
は
七
月
三

十
一
日
を
目
安
と
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
住
民
課（
�
内
線
１
１
３
）

周
知
町
民
個
人
に
よ
る
一
般
競
争
入
札

町
で
は
、
町
有
地
を
売
却
し
ま
す
。

売
却
方
法
は
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
行

い
ま
す
。
入
札
参
加
希
望
者
は
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
売
却
物
件
】

所
在：

雫
石
町
上
野
上
野
沢
二
十
三
番

二（
元
盛
岡
西
警
察
署
御
明
神
駐
在
所

敷
地
）、
地
目：

宅
地
、
面
積：

百
六

十
八
・
三
五
㎡（
登
記
簿
面
積
）、
最
低

売
却
価
格：
二
百
八
十
四
万
六
千
円

【
一
般
競
争
入
札
と
は
】

町
が
定
め
た
最
低
売
却
価
格
以
上
で

最
も
高
い
価
格
を
つ
け
た
人
に
購
入
し

て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

【
参
加
資
格
】

雫
石
町
に
住
所
を
有
す
る
個
人

【
申
込
受
付
期
間
】

四
月
二
十
一
日（
月
）か
ら
四
月
三
十
日

（
水
）ま
で
の
平
常
業
務
日
、
八
時
三
十

分
か
ら
十
七
時
十
五
分
ま
で
町
役
場
総

務
課
で
受
け
付
け
。

【
入
札
日
時
】

五
月
七
日（
水
）
十
一
時

【
入
札
場
所
】

町
役
場
三
階
大
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
総
務
課
財
産
管
理
グ
ル
ー
プ

（
�
内
線
２
１
９
）

町
が
建
設
を
進
め
て
い
た
八
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー（
長
山
猿
子

地
内
）が
完
成
し
、
三
月
二
十
日
、
消

防
団
員
や
八
区
住
民
ら
約
百
五
十
人
が

参
加
し
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

同
施
設
は
消
防
団
第
五
分
団
第
一
部

の
消
防
屯
所
と
八
区
地
域
公
民
館
の
機

能
を
併
せ
持
っ
た
施
設
で
す
。

落
成
式
当
日
は
竣
工
神
事
や
も
ち
ま

き
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
域
防
災
の
拠
点

施
設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
に
は
、
集
会
室
、
会
議
室
、
調
理

室
、
車
庫
、
ト
イ
レ
な
ど
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

【
建
物
面
積
】
二
一
〇
・
三
三
㎡

落成を祝い行われたもちまき

消防団協力事業所表示制度

町では、雫石町消防団協力事業所表示制
度を３月３日から始めました。
同制度は、複数の従業員が消防団員とし

て入団している事業所や災害時などに資機
材などを消防団に提供するなど、消防団に
積極的に協力している事業所に対して、消
防団協力事業所表示証を交付し社会貢献を
広くアピールしていただくとともに、事業
所の協力を通じて地域防災体制がより一層
充実されることを目的としています。
協力事業所として認められた事業所は、

取得した表示証を社屋に掲示でき、表示証
のマークを自社ホー
ムページなどで広く
公表することができ
ます。
認定基準や申請方

法など詳しくは町役
場総務課消防交通担
当（内線�221、224）
まで問い合わせくだ
さい。 表示証のマーク
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障害者やその家族を支援する

身体障害者相談員を再任

戸
籍
情
報
の
保
護
へ

周
知

戸
籍
届
や
住
民
異
動
届
の
際
に
虚
偽

の
届
け
出
防
止
の
た
め
行
っ
て
い
た
本

人
確
認
を
、
五
月
一
日
か
ら
住
民
票
の

写
し
・
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
交
付
請
求

の
際
に
も
行
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
法
お
よ
び
戸
籍
法
の

一
部
改
正
に
よ
る
も
の
で
、「
本
人
確

認
」が
法
律
上
の
ル
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
な
り
す
ま
し
に
よ
る
証

明
書
の
不
正
取
得
防
止
や
個
人
情
報
保

護
に
役
立
ち
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
窓
口
で
提
示
し
て
い
た
だ
く
も
の
】

○
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
で
有
効
期

限
内
の
も
の
）

○
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
証
を
持
っ
て

い
な
い
場
合
は
、
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、
年
金
証
書
な
ど

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

周
知

町
で
は
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）交

付
手
数
料
を
無
料
に
し
て
い
ま
す
。

○
住
基
カ
ー
ド
に
は
顔
写
真
が
付
く
も

の
と
付
か
な
い
も
の
の
二
種
類
が
あ
り
、

ど
ち
ら
も
有
効
期
間
は
十
年
で
す
。

○
写
真
付
き
は
公
的
な
身
分
証
明
書
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。
顔
写
真
は
六
カ

月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
無

背
景
の
縦
四
・
五
セ
ン
チ
×
横
三
・
五

セ
ン
チ
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
住
基
カ
ー
ド
の
中
に
電
子
証
明
書
を

格
納
す
る
と
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

国
税
の
電
子
申
請
な
ど
が
で
き
ま
す
。

※
雫
石
町
で
は
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
を

委
託
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
か
ら
交

付
ま
で
二
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
住
民
課
（
�
内
線
１
１
２
）

身体障害者
相　談　員

高
橋
　
寛
一
さ
ん

まちの知的障害者相談員
知的障害のある人の家庭における療育、生活な

どに関する相談に応じ、必要な支援や助言を行う
とともに、福祉サービスの利用や就学・就職につ
いて関係機関との連絡にあたっています。お気軽
にご相談ください。
◆五日市　公江（いつかいち・きみえ）
小日谷地47－9（�692－3409）

◆佐々木百合子（ささき・ゆりこ）
中沼65－2（�692－0292）

町では、身体障害者やその家族を支援する身体障害
者相談員の任期満了に伴い、高橋寛一さん、武田 子
さん、千葉皓子さんの3人を4月1日に再任しました。任
期は2年です。
身体障害者相談員は、身体に障害がある人やその家

族からいろいろな相談に応じるとともに、関係機関と
連絡を取りながら必要な支援や指導を行っています。
各相談員の連絡先は下記の通りです。障害に関する

悩みがありましたらお気軽にご相談ください。
【問い合わせ先】
町役場福祉課地域福祉担当（�内線124）

万田渡７－１
（�692－2802）

武
田
　
　
子
さ
ん

長山七ツ田55－2
（�692－4180）

千
葉
　
皓
子
さ
ん

橋場上野山168－5
（�692－0725）

生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談募集 催し
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観
光
昨
年
よ
り
１
カ
月
繰
り
上
げ
て
開
催

誰
も
が
輝
く
男
女
共
同
参
画
社
会
へ

岩
手
県
で
は
地
域
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
推
進
の
た
め
、
地
域
の

中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
男
女
共
同

参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
下
記
日
程
で
開
催
し
ま

す
。「
社
会
参
加
、
社
会
貢
献
が
し

た
い
」、「
自
分
ら
し
い
、
い
き
い
き

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
し
た

い
」、「
地
域
で
活
動
す
る
仲
間
が
欲

し
い
」、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
Ｄ
Ｖ（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

な
ど
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
も
っ

と
学
習
し
た
い
」
な
ど
、
興
味
、
関

心
が
あ
る
人
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

雫
石
町
で
は
、
平
成
十
九
年
度
ま

で
に
二
十
二
人
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。「
誰
も
が

か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お

い
て
自
分
の
個
性
や
能
力
を
積
極
的

に
発
揮
し
、
と
も
に
喜
び
も
責
任
も

分
か
ち
合
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

社
会
」
を
目
指
し
て
、
あ
な
た
も
男

女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
程
・
主
な
内
容
】
①
五
月
二
十

二
日
▽
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

②
六
月
十
三
日
▽
県
・
市
町
村
の
取

り
組
み
　
③
七
月
九
日
▽
仕
事
と
生

活
の
調
和
の
す
す
め
　
④
七
月
二
十

九
日
▽
Ｄ
Ｖ
の
現
状
と
そ
れ
に
対
す

る
取
り
組
み
　
⑤
八
月
二
十
八
日
▽

映
画
「
ハ
ー
ド
ル
」
上
映
〜
子
供
た

ち
の
心
の
声
を
聴
く
〜
　
⑥
十
月
二

日
▽
地
域
に
根
ざ
し
た
子
育
て
・
介

護
支
援
　
⑦
十
一
月
五
日
▽
女
性
の

政
策
決
定
過
程
へ
の
参
画

【
時
間
】
各
回
と
も
九
時
五
十
分
〜

十
六
時

【
場
所
】
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ア
イ
ー
ナ
）

【
受
講
料
】
千
五
百
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

【
託
児
室
】
一
日
一
人
五
百
円

【
申
し
込
み
締
切
】
四
月
三
十
日

※
基
本
的
に
全
講
座
を
受
講
す
る
こ

と
で
認
定
と
な
り
ま
す
が
、
都
合
に

よ
り
受
講
で
き
な
い
日
が
あ
っ
た
場

合
は
、
代
わ
り
の
講
座
を
受
講
す
る

こ
と
な
ど
で
対
応
で
き
ま
す
。

※
講
座
の
時
間
、
内
容
な
ど
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
町

役
場
経
営
推
進
課
政
策
調
整
グ
ル
ー

プ（
�
内
線
２
７
２
、
２
７
３
）

町
内
外
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
、
四

年
目
の
開
催
と
な
る
今
年
の
し
ず
く
い

し
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
。
昨
年
よ
り
一
カ
月

繰
り
上
げ
て
五
月
に
開
幕
し
ま
す
。

雫
石
町
近
郊
の
市
町
村
は
も
と
よ

り
、
県
北
や
沿
岸
な
ど
か
ら
の
参
加
も

増
え
て
き
た
軽
ト
ラ
市
。
普
段
な
か
な

か
お
目
に
か
か
れ
な
い
産
地
な
ら
で
は

の
商
品
が
今
年
も
多
数
出
品
さ
れ
る
予

定
で
す
。
軽
ト
ラ
市
で
は
イ
ベ
ン
ト
な

ど
も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

【
平
成
二
十
年
開
催
予
定
日
】

五
月
四
日
、
六
月
一
日
、
七
月
十
三
日
、

八
月
三
日
、
九
月
七
日
、
九
月
二
十
一

日
、
十
月
五
日
、
十
一
月
二
日

【
時
間
】

各
日
九
時
〜
十
三
時

同
実
行
委
員
会
で
は
第
二
回
以
降
の

出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込

み
締
切
は
開
催
日
の
十
日
前
ま
で
で

す
。
受
け
付
け
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

【
出
店
料
・
登
録
料
】

出
店
料
千
円
／
台
（
一
区
画
）、
登
録

料
二
千
円
（
一
年
更
新
）

【
出
店
条
件
】

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
の
出
店
が
条
件
で
す
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
レ
ン
タ
ル
（
一
台
千
円
）

も
し
て
い
ま
す
（
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
）。
飲
食
関
連
販
売
や
ペ
ッ
ト
な

ど
の
販
売
は
各
種
許
可
証
を
受
け
て
い

る
人
に
限
り
ま
す
。

【
募
集
台
数
】

軽
ト
ラ
ッ
ク
六
十
台
（
満
杯
の
時
は
キ

ャ
ン
セ
ル
待
ち
）

【
申
し
込
み
方
法
】
出
店
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
（
〒
〇

二
〇
・
〇
五
二
七
　
雫
石
町
中
町
七
｜

四
）ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
６
９
２
・
１
６
６

７
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

書
の
取
り
寄
せ
に
つ
い
て
は
同
実
行
委

員
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
同
実
行
委
員
会
事

務
局（
�
６
９
２
・
３
３
２
１
）

�
出
店
者
も
随
時
募
集
中

男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
者
募
集

好天にも恵まれ盛況となった昨年第一回目の軽トラ市



●町役場への問い合わせ…�692－2111

生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談募集 催し

15 広報しずくいし　第607号

福
祉
子
育
て
で
悩
ん
で
い
た
ら
お
電
話
を

犬の登録と狂犬病予防集合注射日程

【早朝注射】6：30～7：00（役場のみ7：30まで）
①4月26日…御明神公民館、西山公民館
②4月27日…御所公民館、雫石町役場
�町役場環境対策課（�内線165、166）

地区月日 時　　間 場　　　　　　　所
９：10～９：20 橋場・消防屯所前
９：25～９：30 安栖公民館前
９：35～９：45 小赤沢・沢口三郎宅前
９：55～10：00 山津田・原誠宅前
10：05～10：15 多賀神社前
10：20～10：35 中島バス停留所前
10：45～11：00 天川公民館前
11：10～11：15 黒沢公民館前
11：20～11：30 まがき公民館前
11：40～11：45 御明神公民館前
13：10～13：25 和野ライスセンター前
13：35～13：40 上野沢患者バス停留所前
13：50～13：55 上和野公民館前
14：05～14：15 横欠公民館前
14：25～14：30 土橋公民館前
14：35～14：40 岩持公民館前
14：45～14：50 下川原公民館前
９：00～９：10 谷地公民館前
９：15～９：30 林崎バス停留所前
９：35～９：45 小松公民館前
９：50～10：00 野中公民館前
10：05～10：15 西山公民館前
10：20～10：30 七区公民館前
10：35～10：45 五区公民館前
10：50～11：05 極楽野公民館前
11：20～11：25 ペンション村入り口
13：00～13：10 篠崎公民館前
13：15～13：20 上駒木野公民館前
13：25～13：40 駒木野十文字
13：45～13：55 八丁野公民館前
14：00～14：05 上西根公民館前
14：15～14：25 �根田公民館前
14：30～14：35 高前田野バス停留所前
14：40～14：45 林崎・橋本電気工業前
14：50～15：00 （有）寿屋前
９：00～９：10 元御所公民館前
９：15～９：25 安庭・民族資料館前
９：30～９：40 籬野公民館前
９：55～10：05 矢櫃公民館前
10：10～10：15 桂・伊藤繁太郎宅前
10：20～10：25 町場・細川薫宅前
10：30～10：50 戸沢公民館前
10：55～11：05 御所公民館前
11：10～11：20 旭台・丹内清光宅前
11：25～11：30 清水沢集会所前
11：40～11：45 外桝沢公民館前
13：15～13：25 馬場バス停留所前
13：30～13：40 大村・伝承交流センター前
13：45～13：50 男助バス停留所前
13：55～14：00 桑原バス停留所前
14：05～14：10 深沢バス停留所前
14：15～14：25 桝沢・新里商店前
14：30～14：40 鴬宿老人憩いの家前
14：45～14：50 鴬宿バスセンター前
15：00～15：05 矢用公民館前
９：00～９：15 晴山公民館前
９：20～９：40 中沼公民館前
９：45～９：50 陽和郷公民館前
10：00～10：05 小岩井農場中丸
10：10～10：15 小岩井農場本部前
10：20～10：25 小岩井こ線橋下
10：30～10：40 七ツ森公民館前
10：45～10：55 板橋・高橋文男宅前
11：05～11：20 東町公民館前
13：00～13：15 黒沢川公民館前
13：25～13：35 下町堀割
13：40～13：50 下町三公民館前
14：00～14：10 高前田一里塚前
14：15～14：25 帆かけ寿司前
14：30～14：35 雫石公民館前
14：40～14：50 中町消防屯所前

４
　
月
　
22

日
（
火
）

御

　

明

　

神

　

地

　

区

雫

　

石

　

地

　

区

４
　
月
　
25

日
（
金
）

４
　
月
　
24

日
（
木
）

御

　

所

　

地

　

区

西

　

山

　

地

　

区

４
　
月
　
23

日
（
水
）

平
成
十
九
年
度
岩
手
県
消
防
表
彰
式

が
三
月
十
九
日
、
岩
手
県
民
会
館
大
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
消

防
庁
長
官
表
彰
、
岩
手
県
知
事
表
彰
な

ど
で
本
町
か
ら
合
わ
せ
て
十
三
人
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
人

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

永
年
勤
続
功
労
章
▽
本
部
分
団
長
　
山

崎
正
美

【
岩
手
県
知
事
表
彰
】

功
績
章
▽
第
五
分
団
副
分
団
長
　
村
上

正
行
　
同
▽
本
部
部
長
　
高
橋
清
悦

同
▽
第
二
分
団
第
四
部
部
長
　
青
山
秀

樹

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

精
績
章
▽
本
部
分
団
長
　
山
崎
正
美

勤
続
章
▽
本
部
分
団
長
　
松
原
啓
司

同
▽
第
五
分
団
第
一
部
副
班
長
　
村
上

強
　
同
▽
第
五
分
団
第
一
部
団
員
　
清

水
智
也

【（
財
）岩
手
県
消
防
協
会
総
裁
・
会
長

表
彰
】

功
労
章
▽
第
二
分
団
分
団
長
　
石
田
明

功
績
章
▽
第
五
分
団
副
分
団
長
　
村
上

正
行
　
同
▽
第
五
分
団
第
三
部
部
長

竹
林
喜
美
栄
　
表
彰
状（
婦
人
消
防
協

力
隊
員
）部
長
▽
土
橋
光
子
　
感
謝
状

（
内
助
功
労
）▽
高
橋
ミ
サ（
本
部
部
長

夫
人
）

町
で
は
、
十
八
歳
ま
で
の
児
童
や
家

庭
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
「
児
童
家

庭
相
談
窓
口
」
を
庁
舎
一
階
福
祉
課
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
役
場
に
は

行
き
に
く
い
と
い
う
人
の
た
め
に
相
談

専
用
電
話
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
相
談
を
受
け
た
内
容
に

応
じ
て
、
関
係
機
関
と
の
連
携
で
皆
さ

ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
し
つ
け
や
虐
待
な
ど
に
関

し
て
困
っ
た
り
悩
ん
だ
り
迷
っ
た
り
し

て
い
た
ら
、
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
相
談
専
用
電
話
】

�
６
９
２
・
２
４
１
２

【
対
応
時
間
】

平
日
八
時
三
十
分
〜
十
七
時
十
五
分

表
彰
平
成
19
年
度
岩
手
県
消
防
表
彰

重度障害者の外出を支援する平成20年
度分の福祉タクシー券を交付しています。
対象者は申請してください。
平成19年度の福祉タクシー券の残券は

使用できません。残券は福祉課に返却し
てください。
【申請に必要なもの】
①身体障害者手帳・療育手帳・精神障害
者保健福祉手帳　②印鑑
【申請・問い合わせ先】
町役場福祉課（�内線124・129）

福祉タクシー券交付しています
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分
譲
住
宅
価
格
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
！

岩
手
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
Ｊ
Ｒ

雫
石
駅
南
側「
星
の
駅
団
地
」の
平
成
二

十
年
度
宅
地
分
譲
を
受
け
付
け
中
で

す
。
こ
の
団
地
は
雫
石
駅
に
隣
接
し
て

お
り
、
電
車
で
の
出
勤
・
通
学
に
も
大

変
便
利
で
す
。
上
下
水
道
、
ご
み
集
積

所
、
公
園
な
ど
便
益
施
設
も
充
実
し
て

い
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
建
築
し
て
お
住

み
い
た
だ
け
ま
す
。

現
在
、
宅
地
分
譲
価
格
が
一
律
五
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
と
な
る「
う
れ
し
い
持
ち
家
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
中
で
す
。「
家
を

新
築
し
た
い
け
ど
遠
く
に
引
越
す
の
は

イ
ヤ
」、「
子
ど
も
が
結
婚
し
親
元
を
離

れ
た
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
遠

い
と
お
互
い
に
心
配
」と
い
う
場
合
の

住
宅
新
築
に
も
お
勧
め
で
す
。

岩
手
県
住
宅
公
社
は
平
成
二
十
一
年

三
月
末
で
解
散
す
る
予
定
で
す
。
そ
の

た
め
住
宅
公
社
と
し
て
の
宅
地
分
譲
は

平
成
二
十
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
終

了
し
ま
す
の
で
、
現
在
、
購
入
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
人
は
お
早
め
に
お
求
め

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
地
域
整
備

課
内
岩
手
県
住
宅
供
給
公
社
雫
石
出
張

所（
�
内
線
２
６
７
※
平
日
の
み
受
け

付
け
）ま
た
は
岩
手
県
住
宅
供
給
公
社

（
�
６
５
２
・
２
２
２
０
※
平
日
、

土
・
日
曜
、
祝
日
受
け
付
け
）

雫石駅南口に隣接する星の駅団地

星の駅団地概要
●所在地／雫石町寺の下および根堀地内●交通／ＪＲ田沢湖線雫
石駅徒歩１分●計画面積／3.7ha●計画戸数／85戸●地目および
用途地域／宅地、第一種住居地域●建ぺい率／60％●容積率／
200％●道路／区画道路幅６m●給排水／上下水道完備●ガス／
戸別プロパンガス●電気／東北電力●教育施設／雫石保育園まで
0.5km、わかば幼稚園まで0.9km、雫石小学校まで0.4km、雫石
中学校まで2.0km●医療施設／雫石診療所まで2.0km●商業施
設／ビッグハウス雫石店まで2.0km、スーパーマーケットロッキ
ー・ドラッグストアツルハ・ホームセンターコメリまで1.8km●
金融機関／雫石郵便局まで1.2km、岩手銀行雫石支店まで1.0km、
北日本銀行雫石支店まで2.0km●団地負担金／なし

※区画内での電柱位置（既設は除く）は、宅地内で移動する場合があります。
また、図面表示以外にも電力の配線により建柱される場合があります。
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観
光
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
を
は
し
ご
で
楽
し
む

デイサービスでますます健康に

高齢者福祉サービス通信

○雫石町地域包括支援センター �691－1105
○日赤鴬鳴荘在宅介護支援センター �695－2536
○在宅介護支援センター笑々館 �692－3164
○はーとぽーと雫石在宅介護支援センター

�691－1022
○在宅介護支援センターおみょうじん �691－2550
○町役場福祉課高齢者福祉担当 �692－2111（119）

高齢者が家に閉じこもり社会的孤立になら
ないよう、また、介護が必要な状態にならな
い自立した生活ができるよう町では「生きが
いデイサービス」を実施しています。
【対象者】おおむね60歳以上のひとり暮らし
や家に閉じこもりがちな人
【内容】送迎、給食サービス、趣味・教養講座
【利用時間】毎週月曜日から金曜日まで。午前
9時から午後5時まで。
【利用回数】月3回から4回くらい利用できま
す。
【場所】在宅介護支援センター笑々館
【利用料】1回千円
【利用申し込み】事前の申し込みが必要です。
町役場福祉課または在宅介護支援センターに
申し出ください。

資源ごみ情報　分別排出でリサイクル推進
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光
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催
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。

こ
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ツ
ア
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色
の
競
演
を
お
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し
み
く
だ
さ
い
。
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催
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林
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

い
わ
て
の
森
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を
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
第
二
回
い

わ
て
森
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の
感
謝
祭
（
同
実
行
委
員
会

主
催
）を
七
ツ
森
森
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で
開
催
し

ま
す
。
現
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イ
ベ
ン
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植
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刈
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」
参
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。
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豚
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ま
す
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募
集
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先
着
百
人
で
す
。

希
望
者
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お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
オ
プ
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
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と
し
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ツ
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し
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く
だ
さ
い
。
用
紙
は
同
課
に

配
備
し
て
い
ま
す
。
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役
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農
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課
林

業
振
興
担
当（
�
内
線
２
３
０
）

雫石川園地の桜並木

ごみ減量化に活用ください補助制度
●生ごみ処理容器等購入費
コンポスト、電動生ごみ処理機の購入費の一部を補助。補助額は購入費用

の2分の1以内で、限度額はコンポスト3千円、電動生ごみ処理機3万円です。
●ごみ集積所整備事業費
町内会や自治会などがごみ集積所を新築または改築する費用の一部を補助。

補助額は経費の2分の1以内、1施設10万円を限度としています。

びん類 缶類 プラ類 紙類 鉄くず 合計

4～1月 193,980 100,040 56,960 439,910 44,860 835,750

2月 12,230 6,660 6,510 25,220 1,940 52,560

合　計 206,700 106,700 63,470 465,130 46,800 888,310

前年同期 244,700 164,590 49,170 497,000 0 937,460

比較 △38,490 △57,890 14,300 △13,870 46,800 △49,150

（単位：kg）

＜資源化実績＞

◆ストーブを廃棄するときは灯油、電池を抜いてから
ごみとして排出された石油ストーブから発火する危険性があります。排出す
るときは必ず灯油を抜き、電池を外してください。
化粧品のびんは、リサイクル技術の進歩により今月から資源（びん類）として
排出できるようになりました。排出日はごみ排出カレンダーでご確認ください。
資源として排出していただく協力がなければリサイクル技術も資源も生かす
ことはできません。「資源として使えるものは資源に」一人ひとりのご協力をお
願いします。

【担当】町役場環境対策課（�内線166）
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●あなたの身近で起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの情報
をお知らせください。

【町役場経営推進課広聴広報担当】
〒020－0595（住所不要）
電話番号：692－2111
FAX番号：692－1311
Eメール：kouhou@town.shizukui
shi.iwate.jp

3月28日

第21回雫石町牛友会開催
畜産業の発展願い95人が集う

安庭小学校で卒業式
新校舎で送り出す20人の卒業生

第21回雫石町「牛友会」（主催：同実行委員会、坂
井尚樹委員長）が3月28日、JA新いわて南部営農経
済センターで開催され、関係者約95人が参加し今
後の雫石牛生産へのさらなる意欲を高めました。同
会は町内で和牛肥育牛を100万円以上で販売した肥
育農家と繁殖農家との集いです。今回は21の繁殖
農家が牛友会の認定を受けました。
開催にあたり、坂井委員長は｢積み重ねてきた努

力がこれまでの成果につながっている。これを機に、
さらに飛躍していきたい｣とあいさつしました。
また、畜産農

家のポジティブ
リスト制度への
対応ポイントな
どについての講
演会があり、参
加者はメモを取
りながら真剣に
話を聞いていま
した。

安庭小学校（多田英史校長、100人）で3月19日、
新校舎で最初の卒業式が行われ、6年生20人がめで
たく卒業しました。同小は1月に新校舎が完成し、
3学期から新校舎で学校生活を送っていました。
多田校長は「チャレンジ精神を大切に、自分の考

えをしっかり持つ人になることを願っています。感
謝の気持ちと優しさを忘れずに、中学校に行っても
頑張ってください」と激励の言葉を贈りました。
平成19年度の町内10小学校の卒業生は全部で182

人となっています。

3月19月

横欠地区の住民は、景観形成
住民協定「横欠花の里づくり景観
協定」（同協定推進協議会会長横
欠友一）を結び、町の認定を受け
ました。認定書交付式は3月27日
に役場町長室で行われ、中屋敷
町長から横欠会長に認定書が交
付されました。
同地区では昨年

6月から協定に向
けた説明会や周辺
景観の点検、アン
ケート調査などを
行ってきました。
活動を通じて地域
景観の魅力を再認
識し、保全に向け
て課題をまとめて
きました。
同協定は、地域

住民41人（世帯）で締結。協定事
項はフラワーロードの維持管理、
からかさ松やミズバショウ群生
地などの自然景観の保全、伝統
行事・郷土料理などの継承、建
築物の外観への配慮など8項目に
上ります。

まちの話題・出来事紹介

3月27日

豊かな自然環境を後世に伝えよう
横欠地区住民が花の里づくり協定結ぶ

中屋敷町長から認定書の交付を受ける横欠会長（左）

し
ら
う
め
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
卒
業

証
書
授
与
式

畜産業の飛躍を誓う坂井委員長
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3月15日

共に生きるまちづくりをめざして
社会福祉大会で住みよい地域考える

世界に貢献する人材に
自衛隊入隊予定者が報告に来庁

第31回雫石町社会福祉大会（同実行委員会主催）
が3月15日、町総合福祉センターで行われました。今
回は昨年度行われた地域福祉座談会で特に問題にな
った「後継者問題」をテーマに講演や事例発表が行
われ、集まった約250人が町の社会福祉について理解
を深めました。
参加者からの生の声を聞こうと、初めて行われた

グループ討議では、農政問題や若者の交流の場の必
要性など活発な意見が交わされました。

3月5日

TOWN TOPICS

この春、町内から4人が自衛隊に入隊します。3月5
日、自衛隊入隊予定者の向井翔平さん（上西根）と坂
井諒太さん（五区）が、町長へ入隊のあいさつに訪れ
ました。入隊予定者を代表して向井さんが「雫石で
育ち、学んできたことを誇りに思い、何ごともおく
することなく全力で取り組んでいきたい。世界、そ
して郷土のため貢献できるよう一生懸命頑張ります」
とあいさつ。中屋敷町長が「それぞれが使命を果た
されるよう期待している」と激励しました。

若
手
後
継
者
不
足
の
問
題
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
グ
ル
ー
プ
討
議

入
隊
あ
い
さ
つ
に
訪
れ
た
向
井
さ
ん（
中

央
）と
坂
井
さ
ん（
中
央
左
）

①職種 ②年齢 ③人数 ④基本給
⑤求人番号 ⑥必要資格など

岩手中央森林組合（寺の下）： �林業従事者（臨時）②不問③3人④13万2千円⑤03010－
3636381⑥不問 （株）ジャパンクリエイトスタッフ（町内）：�時計用部品の組立（臨時）
②不問③4人④141,900円⑤03010－2456281⑥不問 同：�時計用部品の製造（臨時）
②不問③3人④138,600円⑤03010－2448281⑥不問 阿部商事警備業務部
SECURITYabe阿部克巳（町内・滝沢村）：�警備員②18歳以上③5人④13万8千円～16万
1千円⑤03010－1723981⑥１種普通免許、初心者可、経験者尚可　日映エンタープラ
イズ（株）（丸谷地）：①接客・販売②59歳以下③1人④14万6千円⑤03010－4207181
⑥１種普通免許、接客経験有尚可　同：①接客・販売（臨時）②不問③2人④115,500円
～148,500円⑤03010－2692681⑥１種普通免許、接客経験有尚可　（有）瀧沢重機建
設（御明神）：�重機オペレーター②不問③2人④18万4千円～20万7千円⑤03010－
2214081⑥１種普通免許、不整地運搬車運転技能、車両系基礎工事用運転、経験者
REFILSPEED（板橋）：①整備スタッフ②不問③2人④148,500円～19万500円⑤
03010－2108281⑥１種普通免許、自動車整備士2級、経験者限　大建重工（株）
（万田渡）：�建設鳶工・鍛冶工②不問③5人④14万円～24万円⑤03010－1651981⑥１
種普通免許、高所作業経験、溶接・高所作業車等資格取得者歓迎　明北産業（株）（西安
庭）：①土木施工管理技士②不問③1人④25万円⑤03010－1329981⑥土木施工
管理技士２級、土木作業、土木施工管理 （有）グリーンガレージ（長山）：�部品用品
取付修理②不問③1人④15万円⑤03010－877981⑥１種普通免許 （有）横手鈑金工
業所（黒沢川）：①１級建築士または１級施工管理技士②不問③2人④30万円～40
万円⑤03010－318981⑥１種普通免許、１級建築士、建築施工管理技士１級、
建築工事現場監督3年以上　同：①板金工②59歳以下③3人④15万円～30万円⑤
03010－320881⑥１種普通免許、板金工1年以上 （有）小西産業（町内）：�製造工
②不問③1人④12万5千円～15万円⑤03010－519381⑥大型１種免許、移動式クレ
ーン運転士、玉掛技能者 小岩井農産（株）（丸谷地）：①環境管理業務（臨時）②不
問③1人④13万8千円～141,450円⑤03010－4021781⑥１種普通免許 同：①植
木植物の販売員（臨時）②不問③1人④120,750円～124,200円⑤03010－
1987181⑥１種普通免許、あかるく、元気な方歓迎 同：①土木工事・造園工事
および管理（臨時）②不問③1人④15万4千円～26万4千円⑤03010－2962281⑥
１種普通免許、土木施工管理技士1級、同2級、経験者歓迎、健康で元気な方
（有）オプト電通（七ツ森）：�電話工事作業員②59歳以下③1人④15万円～23万円⑤
03010－3885281⑥１種普通免許、経験者歓迎　太子食品工業（株）雫石工場（長山）：�
一般事務（臨時）②不問③1人④131,330円～136,160円⑤03010－3575481⑥１種普通
免許、パソコン操作（株）中村建設（下曽根田）：�土木技術者②不問③1人④20万円～35
万円⑤03010－2762181⑥１種普通免許、土木施工管理技士1級、土木施工管理経験者
同：�経理事務②不問③1人④15万円～16万円⑤03010－1748681⑥１種普通免許、
建設業経理経験　鈴木農機（株）（町内）：�営業②59歳以下③1人④12万5千円～16万8
千円⑤03010－2296281⑥１種普通免許、農業機械知識有尚可 （株）システムエイド
（町内）： �診療情報管理士②不問③1人④17万円～19万円⑤03010－3683181⑥その
他専門的事務技能、実務経験有尚可 （株）銀河調剤（町内・盛岡市）：�薬剤師②59歳以
下③2人④23万2千円～45万円⑤03010－3247881⑥薬剤師 たにふじ歯科医院（高前
田）：①歯科助手②不問③1人④13万円～16万円⑤03010－4044581⑥歯科助手経験者
優遇　サンメディックス（八卦）：①生活相談員（デイサービスセンター、臨時）②不問③1
人④14万円～16万円⑤03010－3135281⑥１種普通免許、社会福祉士、その他社会福祉
専門職、通所サービス経験者優遇　同：①介護職員（デイサービスセンター、臨時）②
不問③2人④13万2千円⑤03010－3134881⑥１種普通免許、社会福祉士、その他社会
福祉専門職、経験者優遇 （有）介護しずくいし（西安庭）：①介護職員（臨時）②不問
③2人④128,480円～149,600円⑤03010－3019481⑥１種普通免許、ホームヘル
パー2級　（社）康済会身体障害者療護施設「うぐいすの郷」（西安庭）：①看護師
（臨時）②不問③1人④201,600円⑤03010－3014081⑥１種普通免許、看護師、
看護師経験者優遇　同：①介護職員（臨時）②不問③1人④14万7千円⑤03010－
2151081⑥介護福祉士、ホームヘルパー2級　（社）康生会鴬宿温泉病院（南
畑）：①看護師・准看護師②59歳以下③2人④160,100円～28万円⑤03010－
1313481⑥看護師、准看護師　（財）いわてリハビリテーションセンター（七ツ
森）：①看護助手（臨時）②不問③2人④115,200円～163,200円⑤03010－
633681⑥ホームヘルパー2級　富士産業（株）東北事業部岩手営業所（町内）： �調理
師または栄養士（臨時）②不問③1人④115,500円～13万2千円⑤03010－905081⑥調理
師、経験者 同：�調理員（臨時）②不問③1人④112,200円～123,750円⑤03010－
514781⑥経験者優遇 同：�調理員（臨時）②不問③1人④107,250円～118,800円⑤
03010－4390581⑥不問 （株）ホテル東日本（町内）：�総務経理②不問③2人④9万8千
円～11万9千円⑤03010－1633081⑥１種普通免許、Excel・Word操作 岩手労済鶯宿
保養所南部富士見ハイツ（鴬宿）：①サービス係（臨時）②不問③1人④120,750円
～154,387円⑤03010－3131581⑥不問 同：①調理長②不問③1人④22万円～
25万円⑤03010－2415281⑥調理師　同：①夜警係②不問③1人④9万5千円⑤
03010－4350481⑥不問 同：①調理補助係②不問③1人④119,025円～125,925
円⑤03010－4197081⑥不問 （株）長栄館（鴬宿）：�調理②59歳以下③2人④15万
円～22万円⑤03010－4221881⑥不問 （株）プリンスホテル雫石プリンスホテル
（西根）：①売店（臨時）②不問③1人④14万5千円～15万円⑤03010－984481⑥
１種普通免許、パソコン操作 同：①客室清掃（臨時）②不問③1人（住込み）④14万1
千円⑤03010－4144281⑥不問 （株）ホテル加賀助（鴬宿）：�厨房②64歳以下③1
人④15万円～18万円⑤03010－3150881⑥不問（株）トラスト（ホテルハイビック）
（板橋）：①フロント②不問③2人④135,560円⑤03010－2987781⑥不問　同：
①清掃②不問③2人④104,720円⑤03010－2990381⑥不問　（有）ホテル偕楽苑
（鴬宿）：�客室宴会接待係②不問③2人（住込み）④13万円～20万円⑤03010－
2720181⑥不問　同：①フロント係②不問③1人④15万円～20万円⑤03010－
2718781⑥不問　中間法人東日本福祉手技療法普及協会（町内）：�エステテシャン②
59歳以下③1人④16万円～20万円⑤03010－4293981⑥経験あれば尚可 （株）Ｍike（町
内）：�レセプションカミティ（臨時）②不問③1人④17万5千円⑤03010－3363381⑥１
種普通免許

※3月25日までに盛岡公共職業安定所に申し込みのあった町内企業の求
人情報です。【問い合わせ先】就業希望の方は、同職業安定所紹介第一
部門（�624－8902）まで求人番号を告げて問い合わせください。また、
事業所へは職業安定所の紹介状をご持参ください※役場１階に求人情
報を掲示しています。ご利用ください。【担当】町役場商工観光課（�
692－2111）
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ま
し
た
。
小
学
生
の
こ
ろ
、
よ
く

こ
の
転
車
台
を
回
す
作
業
を
手
伝

い
ま
し
た
ね
。
こ
の
地
域
は
木
炭

生
産
者
が
多
く
、
炭
を
貨
物
と
し

て
運
ぶ
た
め
女
性
は
二
俵
、
男
性

は
三
俵
の
炭
俵
を
担
い
で
歩
く
姿

が
よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
花
の
ト
ン
ネ
ル
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
の
桜
の
名
所
で
も
あ
り
、

春
の
お
花
見
は
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
橋
場
ス
キ
ー
場
も
隣
接
し

安
栖
に
は
、
国
鉄
橋
場
線
と
そ

の
終
着
駅
で
あ
る
橋
場
駅
の
跡
地

が
あ
り
ま
す
。
大
正
十
一
年
に
開

業
し
ま
し
た
が
、
戦
時
中
に
鉄
材

補
給
で
レ
ー
ル
を
は
が
し
た
た
め
、

昭
和
十
九
年
に
休
止
し
た
路
線
で

す
。
駅
舎
の
基
礎
部
分
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
た
め
現
在
で
も
ほ

ぼ
完
全
に
残
っ
て
い
ま
す
。

終
着
駅
と
い
う
こ
と
で
汽
車
を

方
向
転
換
さ
せ
る
転
車
台
が
あ
り

て
い
た
の
で
、
冬
は
ス
キ
ー
客
で

大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
は
私
た
ち
が
青
春
時
代
を

過
ご
し
た
思
い
出
の
場
所
。
草
が

生
い
繁
る
と
線
路
跡
が
隠
れ
て
し

ま
う
の
で
、
春
先
や
秋
の
終
わ
り

こ
ろ
に
訪
れ
る
と
当
時
の
様
子
を

感
じ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

安　栖
今月は…

▲１基だけ残っている電車止め。奥
に見えるのはホームの跡地

▲ホームから橋場駅に
降りるための階段。駅
は現在の国道沿いに建
っていた

町
で
は
、
主
に
次
の
手
段
で
町

政
に
関
す
る
意
見
、
提
言
、
質
問

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

①
広
報
し
ず
く
い
し
直
通
便

専
用
用
紙
を
定
期
的
に
全
戸
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
町
役
場
総
合

案
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

②
住
民
意
見
箱

町
内
十
三
箇
所
に
設
置
し
て
い

る
意
見
箱
に
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ

声

マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
な
ど
推
進
し
て

町に寄せられた
声の紹介

●
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

この広告は、広告主の責任において雫石町が掲載しているものです。広告の内容について雫石町が推奨等をするものではありません

木村秀美さん（81歳・左）
小志戸前テルさん（73歳・右）

国鉄橋場線跡地を紹介

町
民
全
体
で
簡
単
に
で
き
る「
マ
イ

は
し
」、「
マ
イ
バ
ッ
ク
」の
推
進
に

つ
い
て
、
も
っ
と
強
く
呼
び
か
け

て
ほ
し
い
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の

小
さ
な
心
が
け
か
ら
、
未
来
の
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
取
り
組
み

の
強
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
南
野
静
子
）

環
境
問
題
へ
の
徹
底
し
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
願
い
で
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
雫
石
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発行月に3歳の誕生日を迎える子
を紹介しています。掲載を希望する
人は下記までお申し込みください。

環
境
問
題
に
強
い
関
心
と
ご
理

解
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

町
で
は
、
町
広
報
誌
へ
の
啓
発

記
事
掲
載
、
環
境
整
備
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
会
を
通
じ
て

の
啓
発
活
動
、
産
業
ま
つ
り
に
お

け
る
啓
発
活
動
な
ど
で
マ
イ
バ
ッ

ク
持
参
や
ご
み
減
量
化
へ
の
取
り

組
み
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
生
活
を
営
む
上
で
、

ご
み
は
ど
う
し
て
も
発
生
す
る
も

の
で
す
が
、
ご
指
摘
の
と
お
り
一

人
ひ
と
り
の
心
が
け
に
よ
り
省
資

源
や
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
も
よ
り
一
層
ご
み
減
量
化

へ
の
意
を
強
く
し
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
と
ら
え
て
町
民
の
皆
さ
ま
に

省
資
源
や
ご
み
の
減
量
化
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
て
い

き
ま
す
。

答

広
報
誌
な
ど
で
意
識
啓
発
促
し
ま
す

●意見・提言・質問などの送り先　
郵 送：〒020－0595(住所記載不要)

雫石町役場経営推進課　広報しずくいし編集担当
Eメール：kouhou@town.shizukuishi.iwate.jp
ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

い
。
指
定
の
用
紙
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
稿
す
る
時
は
意
見
を
出
す
人
の

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
な
ど
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

【
設
置
場
所
】
雫
石
町
役
場
、
中
央

公
民
館
、
雫
石
公
民
館
、
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
、
西
山
地
区
構
造
改

善
セ
ン
タ
ー
、
御
所
地
区
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
、
町
立
図
書
館
、
町

営
体
育
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
雫

石
診
療
所
、
雫
石
銀
河
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、
老
人
憩
の
家
、
町
民
憩
の

家
鶯
宿
集
会
場

③
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
言
送
信
用
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

【広　告】

4

【
応
募
要
領
】
子
の
写
真（
裏
に
子
の
氏
名
記
入
）、別
紙
に
子
の
名（
ふ
り
が
な
）、子
の
生
年
月
日
、保
護
者（
父
母
）氏
名
、住
所（
行
政
区
）、電
話
番
号
、コ
メ
ン
ト
を
書
き
添
え
、誕
生
月
の
前
月
25
日（
５
月
生
ま
れ

の
子
は
４
月
20
日
）こ
ろ
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。【
応
募
先
】
〒
０
２
０
｜
０
５
９
５（
住
所
記
載
不
要
）
雫
石
町
役
場
広
報
し
ず
く
い
し
担
当
※
投
稿
写
真
は
原
則
と
し
て
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

今、トーマスとドラゴンボールに夢中です。いろんなこ
とに興味津々。生後4カ月の弟にいたずらして泣かせたり
もしますが、元気で優しいお兄ちゃんです。保育園も最
近は病欠も少なくなり、楽しみに通園しています。

踊りと歌が大好きです。昨年
11月にお姉ちゃんになりまし
た。今はまだ甘えたいところも
あるようですが、よく弟をかわ
いがり、ぬいぐるみのミッキー
でおむつ交換の練習をしていま
す。とても頼もしいです。

竜彦・裕子夫妻の子
（林）

篠原さくらちゃん

貴
信
・
ま
な
み

夫
妻
の
子（
中
町
三
）

上
野
佑
陸
ゆ
う
り

く
ん

石割桜の開花日に生まれた「さく
ら」。姉の「あおい」とは遊びとけ
んかを楽しく繰り返す日々を過ご
しています。甘えん坊で意地っ張
りの性格はまだまだ変わらないで
しょう。近所の皆さんにも支えら
れ健やかに育つ日々に感謝する私
たち一家です。

一生・沙織夫妻の子
（中沼）

松原佑奈
ゆうな

ちゃん
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の専属サポーターなど
【応募資格】�一般ボランティア：県
内在住で満16歳以上（平成20年4月1日
現在）。中学生は保護者の承諾、小学
生は保護者同伴が必要。�専門ボラ
ンティア：手話のできる人、介護資
格のある人
【応募締め切り】4月30日（水）
【応募方法】詳しくは岩手県障害者社
会参加推進センターホームページ
（http://www.iwashin.or.jp/center/)
をご覧ください。
【大会事務局】盛岡市三本柳8－1－3
ふれあいランド岩手内 岩手県障害者
社会参加推進センター（�637－5055）

毎年4月から5月にかけての2カ月
間は山火事予防運動の実施期間です。
今年の統一標語は「山火事は　地

球も未来も　燃やします」。
森は私たちの生活や産業活動に大

きな役割を果たしています。次の事
柄に気をつけ、火事から森を守りま
しょう。
�枯れ草など火災が起こりやすい場
所では、たき火をしない。
�たき火の場所を離れるときは、完
全に消火する。
�強風時、乾燥時には、たき火、火
入れをしない。
�たばこの吸い殻は必ず消すととも
に、投げ捨てない。
�火入れの許可を必ず受ける。
�火遊びはしない。
（盛岡西消防署雫石分署�692－3215）

財団法人国際青少年研修協会では、
夏休みを利用した海外派遣事業の参
加者を募集しています。
【派遣先】アメリカ、イギリス、オー
ストラリア、シンガポールほか
【日程】7月25日～8月17日のうち8～
19日間（派遣先により異なる）
【対象】小学3年生～高校3年生
【参加費】17.5万円～49.8万円
【締め切り】事業により異なりますの
でホームページで確認ください。
【問い合わせ先】同研修協会（�03－
3359－8421 URL http://www.kskk.
or.jp）

イベントや行政案内などの
情報を紹介するページです

税情報

この広告は、広告主の責任において雫石町が掲載しているものです。広告の内容について雫石町が推奨等をするものではありません

夏休み海外交流派遣の
参加者を募っています

標語は「山火事は地球
も未来も燃やします」

町税の納付には
口座振替が便利です

町税の納付を口座振替にすると
納期ごとに口座から自動的に納付
となり、納付のためにわざわざ金
融機関に出向く必要がなく、とて
も便利です。
これまで金融機関の窓口で納付

していた人、これから新たに納税
が始まる人は、この機会に口座振
替制度をご利用ください。
振替口座は、税目ごとに別口座

でもよく、納税者以外の口座も利
用できます。
詳しくは町税務課町税管理担当

（�内線153）までお問い合わせく
ださい。

本誌は民間企業などの広告を掲載しています。
皆様の事業活動にお役立てください。
広告掲載による収入は本誌印刷費に使います。
広告の大きさは、たて55mm×よこ88mm、この枠が

モデルサイズです。掲載する広告の枠数は、本号（10日
付け）8枠、お知らせ版（25日付け）4枠です。
平成20年度の広告業務取扱業者は、（株）総合広告社

（�626－3370）です。
�経営推進課広聴広報担当（�692－2111内線276）

広告を掲載します

（2月届け出分）

おめでた カッコ内は保護者名
1月

30 細川　奏風
かなた

・男・（博之）元御所

2月

4 上川原胡桃
くるみ

・女・（和幸）中　沼

14 坂井　康介
こうすけ

・男・（一博）五　区

14 山崎　恵汰
けいた

・男・（邦治）中　沼

17 米田　怜生
れ い

・女・（利哉）晴　山

24 佐渡　柚月
ゆづき

・女・（祐嗣） 七ツ森

おくやみ カッコ内は世帯主名と享年
2月
6 本　新助（新一・86） 馬　場

9 村上　テツ（本人・84） 極楽野

14 堀合　アイ（政男・76） 下町三

15 山市百合子（ 猛 ・77） 高前田二区

16 村上　キエ（正志・80） 六　区

17 大内　二郎（一夫・84） 七ツ森

18 沼田　ハル（一行・88） 下町四

22 天川　カヨ（ 敏 ・87） 天　川

25 谷地　キヌ（ 實 ・84） 上町二

28 野々村トミエ（本人・87） 林　崎

町のホームページ
リニューアルしました
より見やすく、
よりわかりやすく

町民生活便利帳や暮らしのカレン
ダーなど町民生活に身近な情報を掲
載。より見やすく、よりわかりやす
く、この４月から生まれ変わりまし
た。ぜひ一度ご覧ください。
※町ホームページに掲載するバナー
広告を募集中です。
URL http://www.town.shizukuishi.
iwate.jp/

（担当：町役場経営推進課）
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町では、平成20年度に農業振興地
域整備計画を見直しします。
農振計画は、農業を振興していく

べき地域（農業振興地域）を明らか
にし、土地の有効利用と農業の近代
化を計画的に推進するために策定し、
5年ごとに見直ししています。
今後概ね5年の間に山林原野を含

む農地を農地以外の用途に転用する
計画のある場合は、この機会にご相
談ください。
【手続きの受け付け期間】平成20年5
月30日まで。
【申請提出書類】所定の申請書のほか、
構築物などの建設を計画している場
合は図面などの添付が必要です。
【問い合わせ先】町農林課農村環境活
性化グループ（�役場内線232）

労働保険料は、年度当初に概算で
保険料を納付し、翌年度に確定保険
料を計算し精算する方式を採ってい
ます。
申告と納付の期限は5月20日です。

期限までに最寄りの銀行または郵便
局で手続きをお願いします。
また、平成19年4月1日から石綿健

康被害救済のための「一般拠出金」
の申告と納付が始まりました。20年
度からは一括有期事業についても、
19年度に事業（工事）を開始し、19年
度内に終了した事業に係る「一般拠

出金」の申告と納付が必要です。
この「一般拠出金」は、労働保険

の年度更新に併せて申告と納付をし
てください。
【問い合わせ先】岩手労働局総務部労
働保険徴収室（�604－3003）

平成21年10月1日以降に引き渡され
る住宅には、法律により、事業者に
保険か供託が義務づけられました。
住宅購入される際は、その住宅が

きちんと保険や供託の措置をとられ
ているか、忘れずに確認しましょう。

（町地域整備課 �役場内線259）

あなたの家をより快適にするため
に、リフォーム相談員に相談してみ
ましょう。
「最近、家の中でつまずくことが

多くなった」「気が付くと壁や家具に
つかまっている」・・。あなたにも
そんな経験ありませんか。
身体を休ませ心を癒すはずの家な

のに、あなたや家族、介護してくれ
る人にストレスを与えるようではい
けません。
リフォームに関する一般的な内容

の相談は無料で受けています。介護
保険による住宅改修の相談にも応じ
ます。
【相談員名簿の閲覧場所】町役場福祉
課、地域整備課、在宅介護支援セン
ターなど

【問い合わせ先】岩手県建築住宅課
（�651－3111）

総務省とテレビ放送事業者などで
組織する全国地上デジタル放送推進
協議会は、このほどテレビ地上波放
送のデジタル化に向けた中継局など
の整備計画を見直し、雫石町内をエ
リアとする中継局を平成21年度に設
置することにしています。具体的な
開局時期は未定です。
現在のアナログ放送は平成23年7月

には停波します。完全停波まであと3
年ほど。各家庭でもデジタル化に向
けた準備をお願いいたします。
これまでの計画では町内に向け放

出している盛岡局（紫波町新山）と谷
地山中継局（滝沢村）からの電波の受
信状況をみて設置を検討するとして
いたことから、町では機会あるごと
に中継局の必要性を訴えていました。
（町経営推進課広聴広報担当　�役場
内線276）

第10回岩手県障害者スポーツ大会
を支えるボランティアを募集してい
ます。
【大会期日】6月7日（土）
【大会会場】県営運動公園、ふれあい
ランド岩手、ビッグハウススーパー
レーン
【募集人員】100～150人
【活動内容】選手の誘導、参加チーム

【広　告】

住宅購入時に保険や供
託の確認をお忘れなく

優良農地確保に向けて
農振計画を見直します

高齢者向け住宅改善に
気軽にご相談ください

テレビ放送デジタル化
中継局は来年度整備に

労働保険料申告納付は
期限日までに手続きを

県障害者スポーツ大会
ボランティアを募集中
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あとがき
●町職員の定期人事異動により私も今号で
広報担当から離れることになりました。こ
れまで快く取材を引き受けてくださった住
民の皆様をはじめ、いろいろな面で支え協
力してくれた人たちがいたからこそ発行で
きていたのだと思います。本当にありがと
うございました。そして、次号からの新担
当者による広報にご期待ください。（和恵）
●今号から広告を掲載しています。広告募
集は、これまでの買い手側から売り手側に
なり、営業力が求められます。まずは掲載
希望者を増やすには親しみやすく読まれる
紙面づくりへさらに腕まくりです。 （一）

●
キ
ラ
リ
！
輝
く
雫
石
人

◆4月
13日 高 橋 医 院 692－3318
20日 西 山 診 療 所 693－3202
27日 御 明 神 診 療 所 692－3203
29日 御 所 診 療 所 692－2229

◆5月
３日 鴬 宿 温 泉 病 院 695－2321
４日 雫 石 診 療 所 692－3155
５日 篠 村 医 院 692－5151
６日 谷 藤 内 科 692－1616
11日 西 山 診 療 所 693－3202
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●人のうごき 平成20年２月末現在
男 9,138人 （ 0） 出生 7人
女 9,811人 （ △8） 死亡 14人
計 18,949人 （ △8） 転入 25人
世帯数 6,037世帯（ 3） 転出 26人
※カッコ内は前月末増減

●火事・救急　２月末
火　事 1件 （ 2件）
救　急 53件 （117件）

※カッコ内は１月からの累計（盛岡西消防署雫石分署）

宮
　
節
子
さ
ん
（
83
歳
・
上
町
三
）

み
や
・
せ
つ
こ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
昭
和
35
年
に
私
立
わ
か
ば
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
就
学
前
教
育
に
就
く
。
平
成
９
年
か
ら
園
長
と
し
て
部
下

職
員
の
指
導
に
あ
た
る
。
長
年
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
平
成
12
年
に
岩
手
県
私
学
教
育
表
彰
、
平
成
14
年
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰
、
平
成
17

年
に
雫
石
町
町
勢
功
労
者
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

活
動
や
特
技
で
頑
張
っ
て
い
る
人
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
広
報
し
ず
く
い
し
担
当（
�
内
線
２
７
７
）

先
立
つ
人
が
動
か
な
い
と
何
も
動
か
な
い

子
ど
も
の
未
来
を
楽
し
み
に
日
々
前
に
進
み
た
い

内
唯
一
の
幼
稚
園
で
四
十

八
年
も
の
間
幼
児
教
育
に

携
わ
っ
て
い
る
宮
節
子
さ

ん
。
現
在
も
現
役
で
送
迎
バ
ス
に
乗

り
込
み
毎
日
園
児
の
送
り
迎
え
を
し

て
い
ま
す
。「
先
に
立
つ
者
が
動
か

な
い
と
何
ご
と
も
動
き
ま
せ
ん
か
ら

ね
」
と
語
る
口
調
は
常
に
穏
や
か
。

し
か
し
、
そ
の
胸
の
内
に
秘
め
る
子

育
て
へ
の
思
い
は
常
に
熱
く
、
宮
さ

ん
の
ノ
ー
ト
に
は
新
し
い
教
育
基
本

法
に
関
す
る
こ
と
な
ど
が
び
っ
し
り

と
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
今
と
昔
の
子
ど
も
で
は
だ
い
ぶ

違
う
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
親
の
価
値

観
の
変
化
が
、
子
ど
も
に
引
き
継
が

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
」
と
子
ど
も

だ
け
で
な
く
親
の
気
持
ち
も
く
み
な

が
ら
教
育
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
話

し
ま
す
。「
人
格
形
成
の
基
礎
は
三

歳
こ
ろ
ま
で
に
で
き
あ
が
り
ま
す
。

三
歳
は
親
離
れ
、
子
離
れ
を
す
る
最

初
の
段
階
と
し
て
重
要
な
時
期
。
幼

稚
園
で
も
現
在
三
歳
児
か
ら
預
か
っ

て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。
ま
た
、
郷

土
を
忘
れ
な
い
子
、
雫
石
に
帰
っ
て

く
る
子
を
育
て
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
子
ど
も
を
積
極
的
に
町
の
行
事

に
参
加
さ
せ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
子
ど
も
の
未
来
を
楽
し
み
に
し

て
、
日
々
勉
強
し
な
が
ら
前
に
進
ん

で
い
き
た
い
で
す
」
と
、
幼
児
教
育

に
対
し
て
今
な
お
衰
え
ぬ
情
熱
を
向

け
て
い
ま
す
。

町

※この日程は医師の都合で変更になることがあります
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